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47. 6. 1 I中田富山県知事が富山大学に対し， 医 部設置について要望した。
学部設置について要望した。 48.3 富山県知事が， 文部省， 自民党関係者

6 富山県知事が文部省に対し， 医学部設 に対し， 医学部設置に つ い て 要望し
置について要望した。 た。

6.8 富山県庁内に国立富山大学医学部誘致 6.12 国立富山大学医学部誘致期成同盟会を
推進本部を設置した。 国立富山医科大学誘致期成同盟会， 国i

6.22 I国立富山大学医学部誘致期成同盟会が 立富山大学医学部誘致推進本部を国立
結成された。 富山医科大学誘致推進本部に改称し

6 |富山県知事が文部省， 厚生省， および| た。 以後， 単科の医科大学の誘致運動i
自治省に対し， 医学部の創設について に切替えた。
要望した。 I 12.28 49年度予算案が隠議決定され， 富山県

7 }期成同盟会が富山大学に対し， 医学部l のほか島根， 高知， 大分， 佐賀の各県
設置について要望した。 の医科大学(医学部〉の創設準備費が
富山県知事が金沢大学に対し， 医学部 計上された。
誘致に関して協力方を要請した。 49 3.20 文部省大学学術局長から富山県に国立
富山県知事及び金沢大学医学部長が新 の医学教育機関を創設するための準備
潟大学及び千葉大学に富山県の医学部 事務の委嘱について富山大学長に依頼
誘致に協力方を要請した。 があった。

期成同盟会会長が， 田中総理， 自民党 3 . 25 上 記の準備事務の委嘱方依頼に対し，
4役， 文部省等に対し， 医学部設置に 同意する旨富山大学長より 回答さ れ

ついて要望した。 た。

8 |富山市議会自民クラブが富山市西金屋 4 . 3 文部大臣裁定による「富 山 県， 島 根
及び同市杉谷を医学部候補地として協 県， 高知県， 佐賀県及び大分県におけ
力する旨知事に申し入れた。 る国立医学教育機関， 徳島大学歯学部

9 i富山県が医学部誘致問 題懇談会〔金 及び千葉大学看護学部の創設準備組織
沢， 新潟， 千葉の医学部長及び病院長 要項」が 制定された。
を招へい〉を開催し， 教官確保を依頼 4.26 富山大学評議会を開催
するとともに， 関連教育病院整備につ 学長から， 文部大臣裁定により富山

いて協議した。 富山市杉谷から県に対 大学に富山県に置かれる国立医学教
し， 同総代及び土地所有者95名の連署 育機関の創設準備に関する事務を処
押印をもって， 同用地提供に同意する 理するため， 創設準備 室を置くこと

旨の同意書が提出された。 になる旨の報告があった。

富山市議会が， 富山市に医学部を設置 6 3 第4回富山市「国立富 山 医 科 大学設
されたい旨の決議をした。 置」期成同盟会総会が開催された。

10 富山大学医学部設置検討委員会が開催 (富山大学長， 同事務局長出席〉
された。 6.10 富山県に置かれる医学教育機関設置予

11 l富山県知事が， 文部省， 厚生省及び大 定地(宮山市杉谷 〕の実地調査及び事
蔵省関係者に対し， 医学部設置につい 情聴取があった。
て要望した。 (文部省斉藤医学教育課長ほか〉
富山市富山大学医学部設置期成同盟会 6.25 設置予定地の実地調査及びエネルギー

設立総会が開催された。 サプライの引込工事並びに地元協力に
12 |富山県知事から， 富山市及び婦中町に ついて事情聴取があった。

対し， 医学部用地の取得について協力 〔名古屋工事事務所専門職員ほか〉
方を依頼した。 I 富山県知事公 室に出席を求め， 現在ま
富山県知事が， 文部大臣に対し， 医学| での進行状況， 特に用地取得について





年 月 日 経 緯

長補佐ほか 〕
49 . 8 .29 I第2回創設準備委員会を開催

1 富山大学事務局長から， 大臣裁
定要項学長裁定要項の説明会及び
創設準備の経過 概略表によりこれ
ま での経過 報告があった。

2 学長から「富山医科薬科大学」
構想案の説明があった後， 今後の
問題点について意見交換を 行 っ
た。

3 和漢薬研究所長から和漢薬研究
所の将来計画についての説明があ
った。

4 講座数とその内容， 和漢薬研究

所と附属病院との 関係， 薬草園の
移転問題等について各委員から意
見がだされたが随時準備委員会を
開催し， 結論をだすこ と に な っ
た。

5 事務局長から設置予定地 (365， ! 

山2)の現状について説明があっ l
た。

6 予定地面積 365，622m2 のうち有
効面積が約270，000ば?と考えられ
るので新構想大学としての必要面
積， 薬草園が移転する場合の必要
面積， 将来計画に要する面積等を
充分計画をたてたうえ効率的に利
用すべきであることで意見の一致

をみた。
終了 後， 設置予定地を視察した。

9 . 2 !文部省の招集により国立医学教育機関
創設準備打合せ会あり
(教育会館にて準備大学の学長， 準備

室長， 事務局長， 準備室事務長出席〉
9 .6 i富山大学評議会を開催

学長から 8 月8 臼に第1 回の国立
医学教育機関創設準備委員会を開催
し， 創設準備委員会要項を定めたこ
と 8 月16日付で平松金沢大学教授
が創設準備室長に併任発令されたこ
と， 小林新潟大学教授及び山崎， 大
浦富山大学教授を創設準備委員会
委員に委嘱したことの報 告 が あ っ
た。

また， 第2回創設準備委員会を 8
月29日に開催した旨報告があった。

9 .17 I第 3回創設準備委員会を開催 (基本構

想について審議〉
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1 富山大学事務局長から9 月 2日
文部省で開催された創設準備打合
せ会の内容について説 明 が あ っ
た。

2 次の諸点について意見の一致を
みた。
(1) 医学部の講座数を30講座とす

る。
(2) 薬学部は現在14講座で、あるが

将来20講座としたい。
(3)一般教育は分離せず一貫教育 l

構想で検討する。
(4) 関連教育病院は県立中央病院

lか所とする。
(5) 医学部の講座の内容について

平松室長試案がださわし次固ま で
に検討することになった。

富山県の主催により国立富山医科薬科
大学創設準備特別委員の会合があった

〔東京〉。
第4回創設準備委員会を開催

1 名古屋工事事務所所 長 補 佐 か
ら， 今後の創設準備計画と名古屋
工事事務所としての予定について
詳細な説明があった。

2 審議の結果， 次のことがほぼ了
承された。
(1) 医科， 薬科の学生受入れは同

時期である。
(2) 医科， 薬科の入学定員

医科は100人 (将来120人 〕
薬科は120人 (現在105人 〕

参考 (現講座数叫来18�:0}
現学科数 2 11 3 

(3)一般教育は一貫教育で、行う。
(教養部は設けない。〉

専門課程は医科， 薬 科 に分け
る。 ただし， 医薬共通のカリキ
ュラムを検討する。

(4) 各委員から次のことが問題点
として提起された。
。学部機構の在り方
。講座と診療科の問題
。中央検査部の範囲と組織
。 アイソトープ 関係
。薬科ドクターコースの問題
。医療技術短大の構想
。看護学校の問題
。薬草園の場所と面積
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49. 10. 16 衆議院文教委員調査班来県。 県庁にて 22日地元の協力態勢について県，

富山医科薬科大学創設準備に 関し事情 市の 関係者を招いて事情聴取をし
聴取の後， 富山大学薬学部及び和漢薬 たことについて内容の説明があっ

研究所を視察 た。
10. 17 I第5 回創設準備委員会を開催 2 講座名 (数〉 について第3 回目

1 審議の結果， 次のことが了承さ の平松室長試案が出され， 長時間
れた。 にわたり審議が行なわれたが結論
(1)学部， 研究所は解体しない。 に至らず次回に再審議することに

ただし， 内容， 運営方法を具体 なった。
的に検討する。 3 小林委員及び和漢薬研究所長が

(2) 副学長制をとる。 参与制は当 創設準備調査のため， 他大学(5
分とらない考えて、いくが関学時 大学) 及び厚生省に出張すること
に検討する。 が了承された。

(3) 教養部はつくらない。 教官組 11. 18� 第7回創設準備委員会を開催
織 (一般， 専門) で一般教育運 19 

小林委員及び和漢薬研究所長か
営協議会を設置する。 ら， 過 日創設準備調査のため出張
一般教育担当教官定員の振替の した結果について報告があった。
問題は将来の富山大学の発展的 2 基本構想全般について具体的に
段階で考慮する。 審議が行なわれた。
教育課程は一貫教育とする。 1JU 第7 回まで、審議された基本線を踏
の模形とする。 まえながら草案作成作 業 に 入っ

(4)大講座 制をとる。 た。
(5) 医学， 薬学とするが， 医薬共 作成した草案に対する審議は11月

通の分野もある。 19 日に持ち越した。
(6)病院は大学の附属 病 院 と す 3 11月19 日， 前 日作成した草案に

る。 基づき審議の結果， それぞれの内
中央診療施設として検査部， 放 容に修正を加え， その成案が第1
射線部， 材料部， 診察部， レン 次会議資料となった。
トゲン部等を設ける。 4 第1 次会議資料でなお説明不充

(7) 関連教育病院は県立中央病院 分なところがあるので各準備委員
とし， 大学附属病院とともに組 に分担して草案原稿を作成依頼し
織委員会を設けて審議する。 次回において審議することになっ

(8)大学院の教育研究組織は医・ T乙D

薬一体とする。 5 組織図 (案)， 富山医科薬 科 大
医学は 4 年制60人， 薬学は5 年 学 (仮称 〕職員組織〔案 〕につい
制40人， 和漢研は5 年lIíU10人を て事務局で作成し次回において審
目途とする。 議することになった。

(9) 富山大学から薬学部， 和漢薬 11. 25� 第8 回創設準備委員会を東京都港区富
研究所の移管は年次計画 に よ | 27 

山県赤坂会館において開催
る。 1 . 名古屋工事事務所長及び金沢大
大学院薬学研究科の移管は昭和 学施設部長から， 現段階でのレイ

51年4 月としたい。 アウトの説明があった。
10. 21 I名古屋工事事務所長が， 県， 市関係者 2 「富山医科薬科大学」の構想の

を招集し， 協力態勢について事情聴取 第l次会議資料 (以下「会議資料」
(富山大学) 。 という。〉 及び新たな草案に 基 づ

10 .25 I文部省関係者と創設準備委員との打合 き逐一審議に入り， その結果第2
せ会 (大学局会議 室 〕 次会議資料成案として了承 さ れ

10.31 I第6 回創設準備委員会開催 た。
1 名古屋工事事務所長から， 10月 3 11月26日文部省と打合せした結



創設経緯の概要 189 

経 緯 年 月 日 経 車産

果により第 2 次会議資料に基づき 料成案として了 承された。
逐一審議に入り， その結果第 3 次 50 .1. 7� 富山大学長以下 創設準備委 員 全 員上
会議資料成案として了 承された。 9 

京， 富山医科薬科大学創設 実 現 を 期
49.12. 3 I第9 回創設準備委員会を開催 し 関係者及び関係機関に陳情を行う。

1 富山大学事務局長から第 3 次会 1 .11 富山医科薬科大学創設(50 年10 月間学〉
議資料をその後事務的に修正した の予算案が閣議決定された。
内容について説明があり了 承され 1 .14 1 第一準備委時開催
た。 (修正した資料は第4 次会議 1 富山大学事務局長から次のとお
資料となった。〉 り報告があった。

2 第4 次会議資料に基づき逐一審 1 月11日予算内示資料として示さ
議に入り， その結果第 5 次会議資 れた 「医科大学の創設， 創設準備
料成案として了 承された。 に伴う定員措置」の概要について

3 副学長 3 人を 置くこととして検 2 文部省から説明を求められた事
討することとなった。 項として(1)大講座 制の問題 (2)欠

4 事務部 は原則として 3 部 6 課 制 陥講座 (従来の 1，1，2 パターンで1，1，3 
をとることとして事務局が中心と ないもの) (3)薬学部講座群 (4) 
なって案を作成するこ と に な っ 和漢薬研究所各部門について各委
た。 員が分担して草案を作成， その草

12. 4 富山大学長， 準備室長上京， 富山医科 案について審議した結果， 一部修

薬科大学創設実現を期し， 衆議院文教 正のうえ了 承さわした。

委員に陳情を行う。 3 「薬学系大学院の発足， 和漢薬
12 16~ | 設置予定地の実地調査及び協力事業関 研究所の移管， 和漢薬研究所大学

17 係敷地， 宿舎予定地， 仮校舎， 関連教 院の教育」 の内容については次回
育棟県 立中央病院の視察があり富山県 までに山崎薬学部長， 大浦和漢薬
知事公室が説明した。 (文部省教育施 研究所長に原案作成を一任した。
設部名古屋工事事務所ほか〉 1 .17 富山大学和漢薬研究所教授会を開催

12 19 ~ | 第10回創設準備委員会を東京都港区富 和漢薬研究所長から和漢薬研究所の

20 山県赤坂会館において開催 移管について説明があり， 審議の結
1 富山大学事務局長から富山医科 果， 昭和 53年4 月に移管することが

薬科大学施設基本計画 (昭和49 年 了 承された。

12月 5 日金沢大学施設部長試案) 1 .20 第13回創設準備委員会を文化庁第二会

に基づき昭和49 年12月10日文部省 議室及び東京都港区富山県赤坂会館に
教育施設部において打合せした結 おいて開催

果について報告があった。 1 前 回の会議において審議の結果

2 第 5 次会議資料に基づき逐一審 了 承された説明書 (今回から 「医

議に入り， その結果第 6 次会議資 学教育の講座編成の特色」 という
料成案として了 承された。 標題にした。〉を文部省に提出した

3 11月20日文部 省 と 打 合 せ し た 結果， 説明不充分である旨示唆の

結果により第 6 次会議資料に基づ あった事項について平松室長及び

き逐一審議に入り， その結果第7 小林委員の草案に基づき審議した

次会議資料成案として 了 承 さ れ 結果一部修正のうえ了 承された。

た。 (了 承された内容を直ちに文部省
12.27 I第11回創設準備委員会を開催 に提出した。〉

1 12月25日文部省と第7 次会議資 2 「医学教育の講座編成の特色」
料に基づき事務打合せをした結果 についての説明書及び第 8 次会議

示唆のあった点について説明を行 資料に基づき文部省から示唆のあ
った。 った点について審議した結果， 修

2 第 7 次会議資料に基づき逐一審 正案及び新しい講座案がだされ そ

議に入り， その結果第 8 次会議資 れ ぞれ了 承された。 その結果第 8
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次会議資料 は第9 次会議資料とな 1 .29 富山大学薬学部教授会を開催
った。 先きに了承された講座の移行年次計

3 副学長制については取りあえず 固について文部省から 2 .4.6 .2 で移行
2 名を 置 き， 更に 1 名増やすこと で きなし、かと照会があり， 審議の結果

を検討することになった。 3.4.5 .2 の移行年次計画案が了 承され
4 参与制をとることになった。 た た。

だし， 筑波方 式はとらない。 2 .12 第14回創設準備委員会を開催
5 医学部の発足， 薬学部及び和漢 l 富山大学事務局長から次のとお

薬研究所の移管〔廃止， 設置 〕な り報告があった。
らびに大 学院薬学研究科発足の時 国立学校設置法の一部を改正する

期について審議の結果医学部の発 法律案要綱(案 〕について
足 (50年10 月開学， 51年4 月学生 2 第9 次会議資料について一部修
受入) 及び薬学部の発足(51年4 正案がだされ審議の結果了承され
月学生受入 〕 は異論なく， 結論に た。 その結果第9 次会議資料 は第
至らなかった事項については大学 10次会議資料となった。

に持ちかえりそれぞれの機関に諮 3 「医学教育の講座編成の特色」
り， その結果を 1 月27日までに文 について， 各委員からの修正案に

部省に報告することになった。 基づいて審議の結果了承され最終
50 1 20 ~ ! 文部省関係者と創設準備委員との打合 案となった。

21 せ会一 (文部省体育局会人議室及び特別会 2 .19 富山大学長以下創設準備委 員 全 員上
議室〉 京， 富山県赤坂会館において会合L，

1 .22 1大学設置審議会医学専門委員会が国立 2 月20日文部省と打ち合わせるための
教育会館において開催さわし， 富山医科 次の資料を作成した。
薬科大学の基本構想等が議せられたが 1 2 月28日開催の大学設置審議会
継続審議となった。 医学専門委員会における配布資料

1 .24 1富山大学薬学部教授会を開催 について
1 薬学部講座の移行年次計画につ (1) 富山医科薬科大学の基本構想

いて審議の結果， 51年4 月以降4 (2) 医学部教官組織
4.4.2 のl民で移行することが 了 承 (3) 専門教育科目の授業科目及び
された。(後に 3.4.5 .2の順に変更 授業時間数
された〉 (4) 講座編成の特色

2 医学部の発足， 薬学 部 の 発 足 2 .20 文部省医学教育課と富山大学長以1'.倉Ij
〔移管〕及び和漢薬研究所移管の 設準備委員全員と打合せ会を開催(文
時期について薬学部長から説明が 部省大学局会議室)
あり審議の結果了承された。 2 月19日 作成した配布資料案 ((1)�

1 .25 \富山大学大学院委員会を開催 (4))に基づき打合せた結果双方了承し

富山医科薬科大学創設に伴う富山大 k.。

学大学院薬学研究科の移管 (廃止及び 2 .28 大学設置審議会医学専門委員会が国立
富山医科薬科大学の大学院設置〕につ 教育会館において開催され， 継続審議
いて学長及び薬学研究科長からそれぞ となっていた富山医科薬科大学の基本

れ説明があり， 審議の結果， 昭和 5 3年 構想等が審議され承認された。
4 月に移管することが承認された。 3 .4 第15回創設準備委員会を開催

1 .27 \富山大学臨時評議会を開催 l 富山大学事務局長から 2 月28

富山医科薬科大学創設に伴い医学部 日の大学設置審議会医学専門委員
の発足， 薬学部の発足(移管)， 和漢薬 会において富山医科薬科大学の基

研究所ならびに大学院薬学研究科の移 本構想等が承認された旨の報告が

管(廃止設置)について学長及び薬学 あった。

部長から説明があり， 審議の結果了承 2 教員募集の基本方針について審
された。 議の結果， 公募することになり具
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5 0. 3.10 

3 .14 

3 . 17 

3 .18 

3.20 

3.25 

3 .27� 
28 

経 j意

体的な事項は次回の創設準備委員
会において決定するこ と に な っ
fこ。

3 教員人事の審議機関として医学
関係専門委員会と一般教育関係専
門委員会を設置することが了承さ
れた。

第16回創設準備委員会を開催
1 教員募集要項(案〉 の内容につ

いて逐一審議の結果一部修正のう
え了承された。

2 学長から富山大学教員の停 年に

関する規則の特例に関する規則を
制定し， 国立医学教育機関創設準
備室に任用する教員に は適用しな
いことにしたい旨提案があり異議
なく了承された。

3 第10次会議資料について一部修

正案がだされ審議の結果了承され
た。 その結果第10次会議資料は第
11次会議資料となった。

富山大学評議会を開催
1 富山大学教員の停 年に関する規

則の特例に関する規則(案 〕が原
案どおり承認された。

2 金沢大学医学部平松博教授を昭

和 50年4月 1 日付けをもって富山
大学教授(専任〉 に任用すること
が承認された。

富山医科薬科大学施設計画打合せ会を
開催〔名古屋工事事務所長ほか 〕
富山医科薬科大学施設計画について創
設準備委員と施設関係者との打合せ会
を開催(名古屋工事事務所長ほか〉
富山医科薬科大学教員推せん方依頼の
公文書発送(公募はじまる〉
第18回創設準備委員会を開催

1 富山大学教育学部金子助教授を
一般教育担当教授〔創設準備室付)
に任用することが承認された。

2 富山大学薬学部木 村教授を創設
準備室付教授に任用することが承
認された。

3 富山医科薬科大学創設準備組織
要項(案〉 が原案どおり承認され
た。

富山大学長以下創設準備委員全員と事
務関係者との打合ぜ会を開催し， 創設

準備のスケジューノレ等について打合せ

年月日

4.1 

4.2 

4 .14 

4 .21 

4.22 

4.24 

5 . 1 

5 .22� 
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6 .19� 
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をした。〔東京都港区富山県赤坂会館 〕
山口大学大島経理部長が大 臣官房付
(富山医科薬科大学事務局長予定者 〕
に任命された。( 4. 2 創設準備室付に

併任発令)
1 文部大臣裁定による 「富山医科薬

科大学・ 島根医科大学及び千葉大学
看護学部ならびに高知県， 佐賀県及
び大分県に 置く国立医学教育機関な
らびに徳島大学歯学部の創設準備組
織要項」が 制定された。

2 富山大学長裁定による 「富山医科
薬科大学創設準備組織要項」が 制定
された。

3 富山大学平松教授〔創設準備室付〉
を富山医科薬科大学創設準備室長事
務取扱に併任する発令があった。

4 大島商船高等専門学校田口会計課
長が創設準備室主幹に任命された。

第四回創設準備委員会を開催
富山大学長の急病のため審議事項に
入れず， 富山大学事務局長から報告
事項について報告があった後， 教員
選考基準等について懇談した。

富山医科薬科大学施設計画事務打合せ
会を開催
なお， 会議の前に設置予定地を約2 時

間にわたって視察。(名古屋工事 事 務

所長ほか)
国立学校設置法の一部を改正する法律
(富山医科薬科大学設置が含まれてい
る)が公布され同日付施行された。
文部省の招集により富山医科薬科大学
事務打合せ会が国立教育会館で開催さ
れた。(文部省大学局長， 富山大学長，
寓山県副知事ほか)
富山大学平松教授〔創設準備室長事務
取扱併任)を富山医科薬科大学創設準
備室長に併任する発令があった。
第23回創設準備委員会において， 医学|
教育教官選考の結果について， 平松室l
長から報告があり採用内定者が承認さ
れた。
学識経験者及び文部省関係官による実
地調査が行わ れ た。(学識経験者:懸

田順天堂大学長， 赤倉国立栃木 病 院
長， 諏訪東北大学医学部長)
第28回創設準備委員会を開催

1 一般教育教員の選考結果につい
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て採用内定者が承認された。 10 . 1 国立学校設置法の一部を改正する法律
2 富山医科薬科大学関学連絡会議 (50 年法律第27号) により富山医科薬

設置要項(案〕が承認された。 科大学に 関する規定が施行され， 同大
3 関連教育病院(県立中央病院) 学が発足した。 事務局は富山県立総合

との協定書(案) 及び暫定施設使 衛生学院に置かれた。
用についての覚書(案〉 が了 承さ 第1 回創設委員会を開催
れた。 富山医科薬科大学創設委員会要項が

5 0. 8.7 第30回創設準備委員会において副学長i 了 承された。
(医療担当) が選出された。 10 .12.� 大学設置審議会の実地調査 が 行 われL

9 .8 第33回創設準備委員会において参与及 13 た。(委員:伊藤静岡 薬科大学長， 懸田
び副学長(教育研究及び厚生補導担当〉 順天堂大学長， 田村東 大病 院 薬 剤 部
が選出された。 長， 山村東 大教授〕

9 .30 富山医科 薬科 大学創設準備委員会が廃 10 .30 大学設置審議会医学専門委員会におい
止され た。 て教官審査が行われた。
富山医科薬科大学創設準備室が廃止さ 5 1. 4 .14 富山医科薬科大学の第1 回入学式が行
れた。 われた。



2 年

年月日 百己 事

49. 3 .20 I文部省大学学術局長から富山大学長に
対し， 富山県に国立の医学教育機 闘を
創設するための準備事務の委嘱につい

て依頼( 3 .25同依頼に同意の旨回答〕
7 .31 I富山大学臨時評議会において「富山医

科薬科大学」構想、を了 承
8 . 8 I富山大学が学長 裁定により国立医学教

育機関創設準備委員会要項を定め国立
医学教育機関創設準備委員 会 を 設 置

〔委員長 林勝次富山大学長(8.16))
8 .16 I富山大学国立医学教育機関創設準備 室

設置
平松 博〔金沢大学医学部教授) 準
備 室長に併任

9 .10 I文部省大学局長から金沢大 学 長 に 対
し， 富山医科薬科大学の創設に 関する

施設関係準備事務の委嘱について依頼
( 9 .24 向依頼に同意の旨回答)

50 . 2 .28 I大学設置審議会医学専門委員会が富山
医科薬科大学の基本構想等を了 承

4 . 2  I平松 博(富山医科薬科大学創設準備
室教授〉 富山医科薬科大学創設準備
室長事務取扱に併任

5 . 1 I平松 博 富山医科薬科大学創設準備
室長に併任

10 . 1 I富山医科薬科大学関学 (国立学校設置
法の一部を改正する法律 (昭和 50 年4
月22日 法律第27号〉 施行) ， 医学部(医
学科)， 附属図書館設置
平松 博〔富山医科薬科大学創設準備
室長) 学長に就任

小林 枚(新潟大学医学部教授) 副
学長 (医療担当) に就任
山崎高庭(富山大学薬学部教授) 副
学長 (教育研究及び厚生補導担当 〕に
就任
平松 博(学長) 附属図書館長事務
取扱に就任
富山医科薬科大学長と富山県 知事の問
で 関連教育病院 (富山県立中夫病院)
に 関する協定を締結
事務局を富山県立総合衛生学院校舎内
(富山市西長 江220番地) (暫定校舎)

に 置く

大学設置審議会による実地調査10.12� 
13 

2 年 譜 193

斗諮問

年月日 記 事

51 . 3 .2�事前を暫定校舎から富山県立中部高
等学校旧校舎 (富山市芝園町3 -2-
11) (仮校舎) に移転

4 . 1 I薬学部 (薬学科， 製薬化学科〉 設置
(富山大学から移行 〕

医学部 8 講座開設 (解剖学， 生理学，
生化学， 病理学， 細菌学・免疫学， 内
科学， 外科学， 産科婦人科学 〕
薬学部 3 講座開設 (富山大学薬学部か
ら移行:薬化学， 薬品 作用学， 薬品物
理化学)
学科目11科目開設 (哲学， 歴史学， 法
学， 心理学， 数学， 物理学， 化学， 生
物学， 英語， 独語， 保健体育)

小林 牧(副学長〕 医学部長事務取
扱に就任
山崎高底(副学長〕 薬学部長事務取
扱に就任

4 .14 I第 1 回入学式挙行
5 .27 I関学記念祝典挙行

52. 3 .28 I廃水処理施設管理 室 竣工 (92ぱ〕
3 .29 I 福利厚生棟 竣工 (1， 984m2) 
3 .30 I講義実習棟 (6， 987m2) ， 解剖棟、(917

m')， 体育館 (1， 535m2)， 廃水処理施
設前処理棟 (273m2) 竣工

4 . 1 I医学部 2 講座増設 (薬理学， 小児科
学〕
薬学部 4 講座増設 (富山大学薬学部か
ら移行:薬品分析化学， 生薬学， 薬品
合成化学， 生物薬品製造学 〕

52. 4 . 9  I事務局を仮校舎 (富山県立中部高等学
校旧校舎) から福利厚生棟に移転

4 .18 I附属病院創設準備 室設置
小林 牧(副学長〉 附属病院創設準
備室長に就任
薬学部附属薬用植物園設置

6 .18 Iしらゆり会富山医科薬科大学支部設立
11 . 5 I第 1回献体物故者追悼法要挙行
12.24 

53. 3 . 28 

エネノレギーセンター 竣工 (2， 403m2) 
医学部研究棟〔第 1 期工事〉 竣工
(12， 332m') 

慰霊碑竣工
放射性同位元素実験施設， 実験動物施
設 竣工 (1， 784m2) 

医学部 6 講座増設 (ウィルス学， 公衆

3 .30 
3 .31 

4 .1 
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年月日 記 事

衛生学， 法医学， 精神神経医学， 放射
線医学， 整形外科学)
薬学部の学科及び講座を改組

薬科学科 薬剤薬理学， 臨 床 分 析
学， 医薬品化学， 衛生・
生物化学， 薬用資源学，
物理薬剤学

(富山大学薬学部から移行-薬剤学，
環境衛生分析学， 薬剤製造学， 薬品製
造工学， 薬品製造化学)

53. 4 .22 I慰霊碑除幕式挙行
6 .17 I大学院薬学研究科博士課程 〔医療薬科

学専攻〕設置
和漢薬研究所(資源開発， 生物試験，
臨床利用， 病態生化学， 化学応用〉設
置(富山大学から移行)
平松 博(学長) 和i莫菜、研究所長事
務取扱に就任

8 . 1 I増田克忠 薬学部長に就任
難波恒雄 和漢薬研究所長に就任

54. 2 . 1 I辻 陽雄(医学部教授) 附属図書館
長に就任

2. 7 I附属病院竣工(35，244ぱ)
3. 2 I事務局管理棟竣工(3，285m2)
3，23 I薬学部研究棟。，981m2)， 共同利用研

究棟(2，980m')竣工
3.28 I附属図書館竣工(2，563m2)
3 .29 I看護婦宿舎(第 1期工事)竣工(2，42

9m2)， 弓道場竣工
3.30 I薬学部附属薬用植物園研 究 棟・管 理

棟・温室竣工(761ぱ〉
4 . 1 I医学部 5講座増設(皮膚科学， 眼科

学， 耳鼻咽喉科学， 泌尿器科学， 麻酔
科学〕
附属病院設置，小林 政(副学長) 病
院長に就任
附属病院15診療科(第一内科， 第 二内
科， 皮膚科， 小児科， 神経科精神科，
放射線科， 第一外科， 第二外科， 整形
外科， 産科婦人科 限科， 耳 鼻 咽喉
科， 泌尿器科， 麻酔科， 歯ー科口腔外
科)， 検査部， 手術部， 放射線部， 材
料部， 薬剤部， 着ー護部設置
富山大学薬学部から衛生化学， 薬品生
物化学の2講座が移行し， 移行完了
事務局を福利厚生棟から事務局管理棟
に移転し 3音ì 8課制に改組

7 . 1 I小津 光(秋田県立脳血管研究センタ

一研究所薬理学研究部長〕副学長〔教

年月日 コい
一-一日ロ 事

育研究及び厚生補導担当〕に就任
10.10 I施設竣工ならびに附属病院開院記念式

典挙行
10.15 I附属病院診療開始(339床)
12.21 I第1 回実験動物慰霊祭挙行

55 . 3 . 6 I看護婦宿舎(第 2期工事)竣工(1，527
mつ

3 .19 I和漢薬研究所研究棟竣工(2，468m')
3.20 I昭和 54年度卒業証書ならびに学位記授

与式挙行(薬学部第 l 回)
3.25 I職員会館竣工(185m')
4. 1 I医学部 2講座増設(保健医学， 脳神経

外科学)
附属病院 2 診療科増設(第 三内科， 脳
神経外科〉

4.30 I附属病院東病棟竣工(4 ，208m') 
8 . 1 I増田克忠 薬学部長に就任

大i甫彦吉 和漢薬研究所長に就任
8 .19 I附属病院132床増床(計471床)

56. 2 . 1 I矢野三郎(医学部教授〕附属図書館長
に就任

3.20 I高エネルギ一治療棟竣工(1，038m')
3 .31 I看護婦宿舎(第 3期工事)竣工

(81Om') 
4 . 1 I動物実験センター設置
5. 1 I附属病院151床増床(計622床)
7 .10 I医学部研究棟(第 2期工事〉竣工

(1，509m2) 
11. 1 I中西頴央 医学部長に就任

57. 3 .20 I昭和 56年度卒業証書ならびに学位記授
与式挙行(医学部第 1 回)

3 .29 I武道場竣工(335m')
3.30 I動物実験センター(第 2期工事)竣工

(914m') 
3 .31 I医学部研究棟(第 3期工事〕竣工

(2，498m') 
4 . 1 I佐々 亭(元国立公安研究所長) 学

長に就任
佐々 寧(学長〕附属病院長事務取扱
に就任
大学院医学研究科博士課程(生理系専
攻， 生化学系専攻， 形態系専攻， 環境
系専攻)設置

8. 1 I増田克忠〔富山医科薬科大学薬学部教
授〕 副学長(教育研究及び厚生補導
担当〕に就任
熊谷 朗(千葉大学医学部教授) 副

学長(医療担当)に就任
8 . 1 I山崎高際 薬学部長に就任



年月日 記 事

渡辺和夫 和漢薬研究所長に就任
58.2. 1 西 荒介 (薬学部教授 〕 附属図書館

長に就任
3.30 放射性同位元素実験施設(第2期工事〉

竣工 (372m')
4. 1 I菊池 徹 和漢薬研究所長に就任

保健管理センター設置
11. 1 I佐々 木 博 医学部長に就任

59.2. 201保健管理センタ} 竣工 (280m2)
4. 11 1実験実習機器センター設置

6. 27 1献体者に対する文部大臣感謝状伝達式

挙行

2 年 譜 195

年月 | 記 事

8 . 1 山崎高藤 薬学部長に就任
60. 2 . 1 大浦彦吉 (和漢薬研究所教授) 附属

図書館長に就任
3.20 ;動物実験センター (第3期工事 〕 竣工

(1， 220 m') 
4. 1 I荻回善一 和漢薬研究所長に就任

5 . 10 1富山医科薬科大学と藩陽薬学院の聞で
学術交流に関する協定を締結

60. 5 . 13 i附属病院病床10床減 床 (計612床 〕

5. 17 1附属病院和漢診療部設置
7 .31 !薬学研究資料館 竣工 (409 m2)

10. 1 I関学十周年記念式典挙行
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5 職員の定員および現員
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昭和 60年10月 1日現在

技 官 松 田 弘 之

技 官 数 井 英 雄

技 官 真 野 一 雄

事務補佐員沖 津 牧 子
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稲 沼
五十嵐
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道 弘
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官
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憲
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係 長 庚 回
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係 長 宮
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事 務 官
技 官

医事係
係 長
主 任

主 任

事 務 官
事 務 官
事 務 官
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主 任

事 務 官
事 務 官
事 務 官
事 務 官
事 務 官
事 務 官
事 務 官
事 務 官



切 手
助 手
技官※

病理学
教 授 �t JII 
助教授 三 輪
助 手 村 井
助 手 松 井
技官※ 山 根
技官※ 熊 田
事務補佐員前 野
教 授 小 泉
助教授 若 木
功 手 櫛 測
助 手 平 手
教務職員 倉 茂
技官※ 松 島
事務補佐員 小 JII 
助教授 上 村
教務職員 荒 川

細菌学・免疫学
教 授 小 西
助教授 山 岸
助 手 坂 本
切 手 林
助 手 鈴
技官※ 井
事務補佐員餅

ウイノレス学
教 授 庭
助教授 落
助 手 林
助 手 坂
技官※ 中

薬理学
教 授
功 教援
助 手
助 手
技官※

保健医学
教 授 波
功 教授 鏡
助 手 成
助 手 主主
事務官※ 酒
事務補佐員 中

公衆衛生学
教 授 加須屋
功教授 寺 西
助 手 青 島
助 手 加 藤

技 官 山
技 官 庄
技 官 朴
事務補佐員 山

図書課
図書課長

管理係
係 長 市
事 務官 西
技 官 丸
事務官(併〕上

整理係
係 長 吉

事 務官 栗
事 務官 魚

閲覧参考係
係 長 四

事 務官 野
事 務官 畠
事 務官 福
事 務官 塩
事務補佐員 高
事務補佐員 野

医学部

医学部長(併)佐々木

解剖学
教 授
助教 授
助 手
技官※
教 授
助教授
助 手
助 手
技官※

生理学
教 授
助教授
助 手
助 手
技 首※
教 授
助教授
助 手
助 手
事務Tí※
事務官※

生化学

教 授
技官※
教 授
助教授

技 官 康
技 官 中
技 官 佐
事 務官 安
技 官 7.K
技 官 武
技 官 山
技 官 111
事務官 清
技 官 松
技 官 堀
技 官 垣
技 官 林
事務補佐員前 野
事務補佐員 小 JII 
事務補佐員餅 川
事務補佐員中 西
事務補佐員 高 島
事務補佐員 小 椙
事務補佐員毛利
技術補佐員谷 内
事務補佐員谷 口
事務補佐貝 田 仁ド
事務補佐員末 原
事務補佐員 海 道
事務補佐員楠 木
事務補佐員 千 葉
事務補佐員 中 山
事務補佐員楼 井
事務補佐員 行之内
事務補佐員i手 田
事務柿佐員 高 初日
事務補佐員藤 森
事務補佐員宏、 甫

研究助成係
係 長 政

主 任 米

事 務官 花

(芸術品架 111
技 官 村 藤
技 官 長 谷
技 官 坪 田
波 官 矢 後
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技 官 吉 井
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技 官 辰 尾
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助教授 中
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教 授
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教務職員 桃 井
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教 授 藤
助教授 伊
助 手 刀に
助 手 宗
助 手 笠
技 官※ 康

脳神経外科学
教 授 高
助教授 遠
助 手 中
助 手 大
技 官※ 中

整形外科学
教 授 辻
助教授 玉
助 手 山
助 手 加
助 手 高
助 手 吉
技 官※ 佐

産科婦人科学
教 授 泉
講 師 jll
助 手 細
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事務 官※ 安
事務補佐員 海
事務補佐員楠

眼科学
教 授 窪
助教授 中
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助 手 桶
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化学応用
教 授 菊
助教授 金
助 手 門

附属図書館
館 長(併〕 大

図書課
課 長※

管 理係
係 長※
事務 官※
技 官※
事務 宮※

整 理係
係 長※ 吉
事務 官※ 栗
事務 官※ 魚
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係 長※ 四
事務 官※ 野
事務 官※ 畠
事務 官※ 福
事務 官※ 塩

事務補佐員※ 高
事務補佐員※ 野
附属病院
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資204 

彦

賢
雄
一
春
秋
仁

吉
奨

子
郎

善
松 一

由 紀子
和 子

雄
雄
幸

子
子
子

幸
司
司

俊

延

隆
哲

欣

直
正
正
広
良
紀

恒
征
雅
信
雅
泰

靖
裕
周

孝

主主同

彦

村

上

回

野

田
崎
木
野
尾
崎

波
部
影
内
森
南

村
遺

子

浦
合
沢
沢

原

田
島
山

庚

声量三
日

野
渡

金

上

一
敬
造
庭
英
紀
朗

橋 恭 一
井 立 夫
尾 光 昭
部 幸子
田 直 美
柳志 のぶ
川 秀 夫
井 健一郎
辺 一 義
越 葉子

荒 介
昭 治
文 也

賢
夫
久
光
徹
雄
次
光

郎
美

寛
勉
日兆

英
敬

耕
高
勝
広

美

義
謙
広

直
山守
宗

利

正

車己

嶋

井
村
田

崎
場
畑
井

村
崎

田
水
津

泉
内
井
山

本
土

木
山
口



助 手

助 手

医 員

医 員

医 員
医 員
(研修医〉
医 員
(研修医〉
医 員
(研修医)

神経科精神科
科長〔取〕 山
助教授 T 

医 局 長(兼〕
外来医長(兼)清講 師
病棟医長(兼〕伽講 師 距田

助 手 藤
助 手 二
助 手 野

放射線科
科長(併〕 怯

教 授 'l'J lj
医局長(兼〕て講 師 叫

病棟医長〔兼〉ー
講 師 一

外来医長(兼〉晶
助 手 自

助 手 滝
助 手 麻

第一外科
科長(併) rr I 教 授 凶
講 師 龍
医局長〔兼〉二主，
講 師 A、

病棟医長〔兼〉骨
助 手 曲

外来医長〔兼〕ミ晶
助 手 仔

助 手 湊

助 手 づ、
助 手 稲
医 員 品
〔研修医〉 町
医 員 官
〔研修医〕 同

第二外科
科長(併〕 帯
教 授 j晴

外来医長〈兼〕回
講 師 凶

医 局 長〔兼〕
病棟医長〔兼〉唐

講 師 一

助 手

助 手
助 手
医 員
医 員
医 員
医 員
医 員
医 員
医 員

205 

郎
均
文
夫
哉
明
繁
和
弘
剛
也
仁

慎

樹
一
隆
清
仁
啓
宣
樹
幸
樹

典
夫

晃

夫

男
淳
憲
人

雄

雄

可

現職員名簿

尚
勝
裕
俊

正

敏
久
博
靖
芙

克
勝

良
寿
多
高

裕
泰

陸
恒
洋

占申'，4t
 幸

茂
子

陽

達

阪
間
居
端
川
井
栖

崎
田
野
井
田

浜
原

田
藤

江
田
田
上

藤

内
多

国
田
山
山

回
目

久

6 

高

岡

堀
原

武
野

辻

伊
館
山
岡
松
森
辻
長

石
木
上

泉
長

岩
新
川
細
今
粟
脇
山
林

寸斗ι

ヂ女平.

、}ノ、、ノ
、 !ノ

、ノ、 id，

、ノ

イ守旬

、 iノ

員
員

慨
削
船授
時
時師
一一手

手
手
手

料
品中授
時
時師

師
時手

手
手
手
員
員
員

慨
員

慨
員

慨
員

慨
員

慨
員

慨
員一匹

臥
伽授

師
時師

師
時手

一一手
手
手
手
貝
員一即

医
医
明

神
一昨
教一

局一腕
講
結
助
助

助

助

形
時
教

局
紐
欝
講
腕
助
助

助

助

医

医
医
柵
医
叩
医
研

医
研

医
研

医
研

医
研

科
時
教
講一組
誘
講一慨
助
一跡
助
助

助

助

医
医
ぽ

院

医
病

外

整

医
外

病

(

(

(

(

産

外

病

田
島

牧
下
森
伊

守 正
巧 啓

美 和
あゆみ
伸 子
和 久
裕 子
明 夫

親

一
樹
晃
樹
晴

志
守
夫
衛
徹

夫
次

仁
勉
雄

子紀
義
真

雄
夫
介
也
康
邦

良R

正
良
立
哲
邦
正

正
基
浩
千
章

昭

恵
俊

雅
賢

邦

上
谷
崎
校
郷
木
山

水

田

川
井
辺
回

下
崎
谷
井

生

本
村
井
川

村

中
国

木
野

巻
沢

谷
村
山
宮
一二
本
J\ 

丸

茂
宜
次
孝
樹

志
宏
司
広
司
宏
晃
治
康
攻

博
雄
隆

郎
博
彦

学
徹
樹
夫
嗣
隆
毅
次
男

俊
彦

千

一

三

信
清
健
俊

昭
夫
章
三

朗

久
英

繁
貞
充
裕
義
清
文

芳

修

清
国
和
和

夫
久
司

郎
泉

子
明
晃

士一一一再智
成

靖
泰
祐
俊

田
村
田
田
下
角
田
畑

限 科
科長〔併〉 世教 授 E

外来医長(兼〕市
助教授 T 

病棟医長〔兼) dl 講 師 同
医局長(兼〕τ
助 手 判

助 手 山
助 手 大
助 手 山
医 員 回

昭
要
誠 一

芳 朗
真佐 人
慎一郎
寵 典

潔
郎

彦
朗

芳

市
邦
哲

木
部
山
下
回

川
坂
藤
苅
崎
水

阿
桐
山

吉
広

石
加
穂
島
清

輔
尋

夫
邦
晃
夫
助

口
田
山
崎
田
田
土
谷
東
嶋
崎

原
回

橋
田
藤
橋
垣

正
和
成
省
修
太
千

田

川
島
井
津
田
沢
香
畠
尾
田
田
井
木
上
回
牧
家

木
中
島
倉

ロ
嵐
瀬

々

十

余
中
柵
能

吉
藤
浅
高
中
池
供
平
八
河
和
水
新

佐
田
小
藤
樋
紺
康
山
窪
井
稲
渋
坂
高
山
市

岡

諸
池
須
高
桧
関
松

岡
谷
樋
五
馬

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
昨
批
判
一
一
一
一
一
一一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

時

弘
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

品
一
一
一
一
一
一
一
一

病

(
第

外

病

(

皮

病

外

d

外

病

信
浩

功
悦

敏
隆

隆
大

井

津



一

寿
雄
一
男

子
子
子

千
賀

三
和

紙
光
三
和
貢

佐

晃
史
猛
雄

子
子

年

I1頃

孝
道
隆

己
豊
豊
二
明

恵

夫

真
子

也
均

子
巌
宏

雄
也

喬
治

垣
藤

田
木

川
井

部
川

事 務 官
技 官

材料部
部長 (併〕
教 授 局
冨副1部畏 (兼〕 仁
助教授 ム
技 官 横
技 官 芹
技 官 田
技 官 μ山l 

和漢診療部
部長(併〉 土助教授 寸

医 局 長〔兼〕病棟医長 (兼j十助 手 一
外来医長 (兼〕もム助 手 主瓦

医 員 三
医 貝 {jま
医 員 域
医 員 松
医 員 嶋
医 員 J、
〔研修医〕 吐、

医 員 "'"
〔伺修医〉 岨
医 員 古(j町修医) 全宇
医 員 士u肝修医) 叩

事 務補佐員 同
特殊診療施設
輸血部

霊長〔翠 藤 巻 雅

聞すま〉 井 上 恭
技 官 西 野 主
技術補佐員増 山 淳

リハビリテーション音日

菌室主玉 置 哲
田部長 手 〕 山 田
技 官 松 平
技 官 番 谷
技 宮 川 合

病庭部
部長(兼〉 コム教 授 人ム
副部長〔兼〕 γ
助教授 玉

武

一

栄
浩

捷

寛

字
忠

平
治

雄
敏
信

洋

陽
哲

泰

Iヨ
日日

久
山
野
田
辺
木

法2

佐

山
瀦
藤
石
回
目
林
谷
多
施
本

置

山
村

技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
事 務官

透析部
部長〔兼〕 仏
教 授 川
副部長 (兼) �" 
助教授 A、

稲
伊
吉
水
森
市
沢
圏
中

信

祐
敏

勝
昭
政

博
キ ミ子

雄
朗
誠
衛

夫
司
介

車』

信
伸
正
良
三
忠

毅
男
郎
行
哲

則 子
みね子
郁 子
史 朗
卓 美
純 子
千恵子
良 剛

美 鈴
猛 志
伊津子
正 彦
孝 子
裕 子

美和子
静 江
浩 子
好 江

輔
彦
均
博
人

男
董…

正
陸

修
光
祐
祥

正
道

検査部
部長〔併〕 冊
教 授 世
副部長(兼〕 一吉助教授 同
助 手 近
助 手 佐
技 師 長 松
副技師長 大
主任臨床 市
検査技師 川
主任臨床 由
検査技師 央

技 官 江
技 官 柴
技 官 村
技 官 吉
技 官 林
技 官 桑
技 官 坂
技 官 木
技 官 野
技 官 角
技 官 川
技 官 島
技 官 方日
技 官 細
技 官 山
事 務 官 i頼
技 官 内
事務補佐員遊
事務補佐員 西

手術部
霊長(骨量 伊 藤
国す2 )佐藤根
助 手 佐々 木
助 手 冨 田
技 官 中 丸
技 官 高 道
技 官 奥 野
技 官 塚 本
技 官 酒 井

放射線 部
部長 (併〕 怯
教 授 仰
副部長 (併〉市
助教授 つつ

技 師 長 倉
iliU技師長 中

言語言語放利
主任診療放申立射線技師 刑
主任診療放;品
射線技師 i出

主任診療放官射線技師 茄

主任診療放出射線技師 夕、

技 官 熊

川
橋
藤
藤
田
門
記
田
尻

田
田

原
本
屋
手
田
島
崎

藤
谷
地
戸

藤
道
田

下
田
西
村
波
谷
田
戸

井
谷

来十

千 加子
兆 宏
千威子

理

雄

樹
人
哉
可
敏
介
子
治

喬

徹

義
蔵
一
護
史

輔
五

敬
明
章

子
夫

動

行
進

寿 雄
正 俊
清美
佳代子
寿美代

藤 夫
史 郎
秋 絵

進

鉄

行

直
英
秀
博
孝
晋
知
宗
健

為
泰
慶

孝

祐
照

光
良
輝

康
正

本
治
井

越

辺

橋
林
井
葉
崎
田
谷
東
田

山

谷

回
問
団
本
野

藤
世

キイ

田
崎
田
西

田
本
井
田

分
川
田
井
森
館
川

藤
藤

資

医 員 '"(研修医) 凶
医 員 削(研修医〉 眠
医 員 m(研修医) 仁1

耳鼻咽喉科
科長(併〕 寸レ教 授 4、

医 局 長〔兼〕外来医長(兼〕渡助教授
病棟医長(兼)__，_.講 師 人

講 師 小
助 手 大
助 手 稲
助 手 長
医 員 上
医 員 渋
医 員 皿(研修医) Lt' 

医 員 出〈研修医〉 メ;

泌尿器科
科長 (併〉 仏教 授 ハ

医局長(兼〕病棟医長 (兼〕手')(講 師
外来医長〈兼〉土助 手 寸

助 手 風
功 手 梅
助 手 酒
助 手 河

麻酔科
科長(併〕 向教 授 Y

外来医長(兼) h 助教授 入
医局長(兼〕病棟医長 (兼〉呈講 師

講 師 増
助 手 山
助 手 大
助 手 仲

歯科 口!在外科
科長〔併) -1-教 授 白
助教授 山
講 師 岩

医局長〔兼〉外来医長(兼) ì中助 手
病棟医長 (兼〕 レ助 手 A

技 官 森
技 官 前
事 務 官 長
医 員 吉
医 員 真
医 員 細
医 員 佐
医 員 斎

中央診療施設

206 



207 現職員名簿

子
美

ヨ
子
子
子
子
子
美
子
美
美
子
子

鶴

美
希

由

津

孝
政
ミ

千
昭
佳

由
多
真
京
和

由
利
志

子
子
子

栄
子
子
子
子
子
子
子

り
子
恵
子
子

秋
代
子
子
代
子
子
子

鶴
り

恵

ゆ

貢

津

千
の
智
智

美
淳
正
康
財
京
雅
さ

恵
良
尚

正
千
日日
光
永
郁
尚
千
久

藤 井
藤 原
山 田
宮 林
高 谷
熊 木
長谷川
能 登
加 藤
鉢 呂
山 田
安 本
川 瀬
温 井

口

桐
道
岡
田
安
田
林
原
水
角
家
木
保
藤
林
波
田
沢
藤
山
下
松
畑

久

山
実
米
森
武
高
士口
小
川
清
大
村
高
矢
加
北
松
成
北
斉
中
木
高
浦

6 

子
子

み
代
子
子
子

弓
子

緒
美

志
鶴
ゆ
紀

美

津
紗

登
多
ま

美
由

京
紀
真

志
美

弘

橋
井
中
田
田
田
城
口
川
山
口

高
谷
小
宝
坪
士口
荒
村
押
鳥
宮

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

員

長

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

長

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

佐

皆

婦

昔

婦

補
fi

護

l
護

技
技
技
技
技
技
技
技
技
技
技
技
技
E
3

看
技
技
技
技
技
技
技
技
技
技
技
技
技
技
技
技
技
技
技
技
技
茂
投

4

看
技
技
技
技
技
技
技
技
技
技

関
西

東

志
子

辛 子
美智子

尚 美
弘 子
清 美
多津子

利 美
真己子
佳 子
澄 枝
紀代美
英 美
祐 子
敦 子
君 枝

満

美代子
美和子

久 子
真利子
仁 美
蕎恵子
啓 子

美千代
浩 美
淳 子
優 子
悦 子
純子

由 香
百合子
貴 子
京 子
ミサ子

清
秀

回
森

木
谷
間
山
川
田
本

和
崎
田
田

木
島
川

西

橋
野
井
野
堂
守
田
川
田
井
井
本
本
渡
水
藤

原
大

高
山
波
金
早
本
橋
谷
能
金
本
砂
東
植
米
押

境
中
高
土日
酒
奥
徳
桑
津
小
遠
今
松
杉
米
佐
清
斎

子
子

子
薫

子
子
子

雪
子
美
子
子

津
里

美

由
起

柄
美

真

由
康
憲

美
京
真
民
信

島 田
浦 野
康 上
長谷川
古 田
江 本
山 端
杉 政
山 吉
中 山
黒 崎
伊 藤

技 官

技 官

東2階
看護婦長

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官
技 官

技 官

技 官
技 官

西2階
看護婦長

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官
技 官
技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

東3階
看護婦長

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

猛

陽 雄
公 悦

博 一
安 治
郁 男
i青 信
俊美
泰 彦
智 美
晶 子
みど り
久美枝
金 二
節子
里 美

ミ
恵
子
子
美
子

寿
子
子
子
子
子
子

幸
代

都

智

ナ
満
彰
定
和
謹
寿
多
順
敦
康
節
智

美
美

谷

越

野
立
川
野
原
本
塚
口
立
塚
本
松
崎
村
井
田
山
内
波
岡
上

倉
田
回
国
岡
田
田
林
井
水
タ
野
瀬
谷

一
辻

居

来

小

三
増
タ

〕

梅

堀

上
足
ド
加
松
櫨
鳥
坂
足
石
金
士口
黒
三
安
安
高
谷
笠
広
水

坂
出
西
士口
金
土日
太
若
荒
清
新
牧
柳
千
林

ン
兼

〕

仁

員

員

員

長

長

官

E
和
授
和
師

和
授
和
授
手
セ
駅
授
官

)
授
品川

授
手

長

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

佐

佐

佐

長

部

部

長

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

口
(
(

部
(
(

教

ト
一

部
得

点組

部

務
補
檎
補
部
部
護
護
婦

技

娩時
教
時一議
理
職
教
師
助
功

ォ
吋
教
技

剤
師
教
問
助
助
副
技
技
技
技
技
技
技
技
技
技
技
技
技
技
事
関

出
掛

護
溜
臨
時
競
技
技
技
技
技
技
技
技
技
技
事

ハ作山

副

病

フ
セ

薬

看

富美朝
淳 夫
信 二

勇
雅 晴
伊左雄
輝 昭
軒{乍

利 行
紀 夫
和 生

夫

陸
洋

回

間

泉

輪
回

森

泉

岩



木
田
誠

司JRl
 

吉
川
大
西
斉
村

原
池
山
今
悟
和
横
森
荒
広

岩
部

佐
板
酒
松
高
網

診

夜

長
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官

長
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
中

長
官
階
お
官
官
官
官
官

皆
婦

皆
婦

・

室
婦

1

婦

西

j

外
相

外

れん

競

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

門

競

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

支

荻

来

談

競

技

来

競

技

技

技

技

技

藤子
由 美

の り子
昌 子
京 子
孝 子
香代恵
睦 美
真由美
智加子
L、ずみ

由 起乃
直 子
直 美

美代子
祐 子
久美子
景 子
真 久子

志賀子
アイコ

山風
谷
堂
里山
川
藤
田
垣
松
谷
中

治
原

崎
柳
田

本
西
田
口
田

十五
亀
講

石
中
工
老
稲
若一
扇
田
鍛
池
山
高
杉
山
小
宮
水
奥

百合子
やす子
令 子
早 苗
明 美
裕 子
喜代美

志を り
多呑子
鶴 世
晴津子
園 美
暁 美
里美
紀 子
光 呑
小夜子

ゑい子
比二美

ゑい子
俊子

恵 子
和美
英 子
澄 子

回
回
国

本
藤
井

藤
倉
井
崎
木
谷

問
団
井
道
田

川

藤佐
東

美
子
子
美
子
恵
代
子

代
香
し

喜
美

よ
聡
友
雅
光
ト

す み子
和世子
富士子
ゆき み
久 子
雅 子
昭子
春 美
紀 久子

恵美子
弓 子
悦 子
み ゆき
朋 美
晴 子
未希子

美 子
恵 子

明 子
公三子
満喜子

純子
恵美子

訓 子
緑

豊 子
紀代美
浩 美
宮土子
裕子
智恵子
紀代美
由 子
則 子
昭美
郁 子
寿美子
裕 子
真 紀子
暢恵
昌 子

津
川
野
田
野

本
政
村

井
護
団
口

本
瀬
坂
井
尻
井
井
上
手
谷
田
森
谷
知
藤
川
野

佐
室
山
橋
伊
清

石
宮

佐
村
杉
浅
鎌
島
宮
牧
栃
村
高
橋

竹
谷
田

本
林
水
川
下

渡
田

本
井
田
倉
崎
山
淳
井
木

本

藤
守
牧
坂
木
康
小
藤
江
横
筏
野
野
渋
和
長
七
秋
伊
早
奥

士口
瀬
泉
多
立
山

石
秋

技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官

東 6 階
看護婦長

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

技 官

西6 階
看護婦長
看護婦長
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官

技 官

技 官

技 官

技 官
技 官
技 官
技 官

キ主

律 子
佳永子
順美子
真 知子
とめ子

アツ子
明 美
季 子
優紀子
洋子
明美
順 子
るつ子

由美子
美千留

百合子
恵 子

裕子
由 紀子

淳 子
小百合
友子

野
畑

川
川
田
水

本
田
田
崎
測
藤
納
江
田
回
井
野
水

田
田

資

牧
前

畠
士口
張

江
早

前
清
山

川
武
福
道
武
加

本
池
里山
自
草
清

佳子

洋子
洋子
章子
磨 弓
洋 子
律子
浩 美
順 子
卒 代

美奈子
美智代

千 春
卒 代
アヤ子
日出子

祐 美
佳 子
三恵子
京子
千 佳子

由 笑
美和子

智 美
和 子

村 上
南 部
直 成
中 田
長 江
花 井
八倉巻
鞍 野

石 山
松 田
柿 岡
北 村
老 月
伊 藤
黒 田

佐 藤
奥 田

門
川
濃
藤
野
井
田
野

浜
大
北
秋
伊
中
沼
安
奥

208 

官
官
官
官
官

長
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官

長
官
官
官

官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官
官

長
官
官
官
官
官
官
官
官

品臼
婦

些自
婦

品目
婦

E・護

F
護

東

西

技

技

技

技

技

由

雄

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

5

看

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

技

5

宕

技

技

技

技

技

技

技

技



209 6 

技 官 白 川 洋
学内共同教育研究施設

動物実験センター
セr一塁 (併)庭 山 清八郎

助教授 東 僚 英 昭
教務職員※桃 井 啓 子
技 官※ 栗 山 政 彦
技 官※ 村 藤 貞 雄
技 官※ 長谷川 実
技 官※ 坪 田 等
技 官※ 矢 後 正 一
技 官※ 吉 田 勝 美

実験実習機器センター
七五タ一長(併〕吉 井 英 一

助教授 佐々木 和 男
助 手 中 村 清 実
技 官※ 森 腰 正 弘
技 官※ )11原 昌 彦
技 官※ 吉 井 亮 一
技 官※ 石 黒 義 久
技 官※ 小 川 誠

共同利用施設
放射性同位元素実験施設

施設長〔兼)本 田 昂
教務職員※前 田 正 敏
教務職員※石 川 篤 子
技 官※ 庄 司 美 樹
技 官※ 朴 木 宏

保健管理センター

霊長 官 加 須
講 師 斎 藤
技 官 山 田
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材料部
看護婦長
技 官
技 官
技 官※
技 官※
技 官※
技 官※

透析部
技 官
技 官
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内視鏡室
看護婦長※J工
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看護婦長※佐
技 官 高
技 官 塚
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技 官 中
技 宮 家
技 官 日目
技 官 岡
技 官 青
技 官 石
技 官 高
技 官 中

技能補佐員 力日

外来3階

看護婦長※
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官

手術部
看護士長
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官

土口
宮
奥

佐
伊
岡
寺
士口
中
松
長
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名 誉 教 授

7 名誉教授および在籍教授

故 平 松

年 月

n1i8 . 3  

11. 5 

20. 3 

28. 4 

33. 4 

49. 8 

50.4 

50. ![ 

50.5 

50.10 

56.11 

57.4 

57目4

59. 6 

59. 6 

博(TJíj学長)名誉教授略歴

明治42年12月16日生

百己

金沢医科大学医学科卒業

金沢医科大学助教長

金沢医科大字教授

金沢大学医学部教長

金沢大学長三字�'i:l; p付属病院長

ヨf

富山大学凶力:医学教育隊関創設準何j室長

金沢大学名吉j左足

富山大学日111伝fUt科犬学創設準備室長

事務取般

宮山大学広山医科薬科大学創設洋的室長

富山医科薬科大学長

勲二等旭日重光章を長与

日召手1157年 3月31 fj 1:)1 i)退職

日111医科薬ヂ!大や名手字教授

逝去
正三位にál:f主

小 林 牧 名�j�教Ji目白位こ

明治43イ下8刀5 日生

年 月 ρ己 ゴT

昭11. 3 京都'rfj;国大学医宇部卒菜
19.10 京都帝国大ヴ'医学部講師]

21. 1 三重県立医''j:専門学校教長

23. 3 三重県立大'�?教授

31目 6 新潟大学医字部教授

/12.12 新潟大学医学m-;附属病院長

50.10 富山医科薬科大学I�IJ学長

51. 4 富山医科薬科大字医学部長事務取扱

51. 4 新潟大学名手字教長

52.4 富山医科薬科大学附属病院創設準備室長

54.4 富山医科薬科大学附属病院長

57.4 昭和57年3月31日限り退職

57.4 富山医科薬科大学名誉教授

58.4 勲二等瑞宝章を授与
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長谷純一 名誉教授略歴
大 正5年8月7日生

年 月 | 記 事
昭12 . 3 I 金沢 医科大 学附属薬学専門部卒業

2 6 . 5  i富山大 学薬学部助教授
2 8. 4 I富山大 学薬学部教授
43. 2 I富山大 学附属図書館長
54. 4 富山 医科薬科大 学薬学部教授
57. 4 I昭和57年4月1日限り停年退職
57.4 I富山 医科薬科大学名誉教授

永 原 茂 名誉教授略歴
大 正6年10月8 日生

年 月! 記

昭15.3 I 東京帝国大学理学部卒業
18.11 I名古屋帝国大 学理学部助教授
2 4. 6 i富山大 学文理学部助教授
43.4 I富山大 学薬学部教授
45.4 富山大 学薬学部長
53.4 I富山 医科薬科大学薬学部教授
58.4 I昭和58年4月1日限り停年退職
5竺J 型空眼科大学名誉教平

事 (
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漂、 光 副学長略歴
大 正3 年10月10日生

在 籍 教 授

杉 本 恒 明 教授略歴

年 月| 記 一竺-1
昭 14.3 :東京帝国大 学医学部薬学科卒業 | 

14.4 I東京女子薬学専門学校教授
32.3 I東京医科大 学医学部医学科卒業
35.4 I東北大 学医学部教授
47. 5 !東北大 学薬学部教授
53.4 I :東北大 学名誉教授の称号を授与
54.7 I富山 医科薬科大 学副学長
57.4 昭和 57年3月3 1日限り退職

柳 田 友 道 教授略歴
大 正3 年6月18日生

年 月| 記 事
業
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学
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学
学
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大
大
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大
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昭

戸 塚 盛 雄 教授略歴
昭和 16年 1 月23日生

年 月l 記 事
昭42. 3 I :東京医科歯科大学歯学部卒業

46. 3 I東京医科歯科大学大学院歯学研究科修了
54. 8 I富山 医科薬科大 学附属病院教授
57.7 I岩手医科大 学歯学部教授

渡 辺 和 夫 教授略歴
昭和 9 年1 1月7日生

i 年 月 記 事 |l 昭33. 3 I 千葉大ーョ
3 8. 3 I :東京大学大学院化学研究科博士課程修了

l

l 4 1 4 l 名古屋市立大 学薬学部助教授
45. 1 I富山大 学薬学部教授
47.4 i富山大 学薬学部附属和 漢研究施設教授
49.6 I富山大 学和漢薬研究所教授
53.6 I富山 医科薬科大 学和漢薬研究所教授
57.8 富山 医科薬科大 学和漢薬研究所所長
58.4 !千葉大 学薬学部教授

昭和 7年2 月7日生

大 谷 勲 教授略歴
昭和 13年7 月4日生
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故遠 藤 正 臣 教授略歴
昭和6年12月30日生

三寸口μ 事
昭30. 3 金 沢 大学医学部卒業

36. 3 i金 沢 大学大学院医学研究科修了
46. 4 金 沢大 学医学部附属神経情報研究施設助|

教授 J 
48.10 ! .金 沢大 学医学部助教授 | 
53.4 富山 医科薬科大 学医学部教授 ! 
60. 3 逝去 | 
60. 3 勲四等旭日小綬章を授与 従四位に主主位|

須 藤 修 作 教授略歴
大 正 8年8月30日生
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8 歴代部局長一覧

ρづ'i:与 長 平 松 博 50.10. 1 �57. 3 .31 薬 学部 長
1/ 佐 々 寧 57. 4 . 1� (取〉 山 崎 高 底 51 .4 . 1 �53. 7 .31 

副学 長(教育研究および厚生補導担当〉 ん， (併〉増田 克忠 53. 8 .1�57. 7 .31 
山 崎 高 膝 50.10. 1 �54. 6 .30 1/ (併〉 山 崎 高 膝 57. 8 .1� 

1/ 小 津 光 54. 7 . 1�57. 3 .31 和 漢薬 研究所 長
1/ 増田 克忠 57. 8 . 1� (取〉 平 松 博 53. 6 .17�53. 7 .31 

副 学 長(医療担当〕 〔併)難波恒 雄 53. 8 . 1 �55. 7 .31 
小 林 牧 50.10.1�57. 3 .31 (併〕大浦 彦 吉 55. 8 . 1 �57. 7 .31 

1/ 熊谷 朗 57. 8 . 1 � (併)渡辺 和 夫 57. 8 . 1 �58. 3 .31 
附属病院創設準備室 長 (併〉菊池 徹 58. 4 . 1 �60. 3 .31 

〔併〕 小 林 .r& 52. 4. 18�54. 3 .31 /ノ (併〕荻田 善 一 60. 4 . 1�
附属病院 長 小 林 J投 54. 4 . 1�57. 3 .31 附属図書館 長

1/ (取)佐 々 等 57. 4 . 1 �57. 7 .31 (取〕 平 松 博 50.10. 1 �54. 1 .31 
1/ (併〕熊谷 朗 57. 8 . 1 � (併) 辻 陽 雄 54. 2. 1 �56 . 1 .31 

医学部 長 1/ (併〉 矢 野 三郎 56. 2 . 1 �58. 1 . 31 
(取〕 小 林 牧 51.4. 1�56.10.30 (併) 西 荒 介 58. 2 .1�60 .1 . 31

1/ (併〕 中 西 頴央 56. 1 1. 1 �58.10.30 (併〉大浦 彦 吉 60. 2 . 1 � 
1/ (併〕佐々木 博 58.11. 1 � 
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9 歴代幹部職員一覧

事 務 局 長 大島 俊 雄 50.10. 1 �5 3. 6 .19 
11 岩間 徹 三 5 3.6 .20�56 .12. 1 
/ノ 矢 田 恒 雄 56 .12. 1 �59目4 . 1 
1/ 明 野 清 和 59.4 . 1 � 

事 務 局 付 今 井 辰 雄 52.4 . 1 �52. 4 .17 
病院創設準備室総 今 井 辰 雄 52.4 .18�54. 3 .31 
主幹
総 務 部 長

// 
庶 務 主 幹
庶 務 課 長

1/ 
1/ 
fノ

今 井 辰 雄 54.4 . 1�55 . 3 .31
泉 寛 清 55 .4 . 1 �58. 5 .31 
水落賢治 58 .6 . 1 �59.1 1 .30 
山野辺桃村 59.12. 1 � 

佐藤信 男 50.10. 1 �5 1 .  5 .9 
佐藤信 男 5 1 .5 .1O�5 3. 3 .31 

橋 野 陸 5 3.4 . 1 �55 . 9 .30 
木村幸一郎 55 .10. 1 �60. 3 .31 
長 田 武 雄 60 .4 . 1 � 

〔創設準備室事務長〉 加藤昭作 49.8 .16�50. 9 .30 
会 計 主 幹 加藤昭作 50.10. 1 �5 1 .  5 .9 
会 計 課 長 加藤昭作 5 1 .5 .1O�5 3. 3 .31 

白 谷年成 5 3.4 . 1�54. 3 .31 
主 計 課 長 白 谷年成 54.4 . 1�56. 3 .31 

多 国 数 義 56 .4 . 1 �59. 3 .31 
加藤孝一 59.4 . 1 �60. 6 .30 
山本五十 雄 60 .7 .  1 � 

経 理 課 長 沢l崎成逸 54.4. 1 �57 . 3 .31 
永 井 隆 夫 57.4 . 1 �59. 3 .31 

1/ 山本五十 雄 59. 4 . 1 �60. 6 .30 
中 嶋信 雄 60.7 . 1 � 

業 務 部 長 泉 寛 清 54.4 . 1�55 . 3 .31 
1/ 田 中 明 55 .4 . 1 �56. 9 .30 

遠 回 芳 夫 56 .10. 1 �59. 3 .31 
ん' 河島 純 59.4 . 1 �60. 3 .31 
11 行 野 昭三 60.4. 1 � 

施 設 主 幹 浅 子 修二 50.10. 1 �5 1 .  5 . 9  
施 設 課 長 浅 子 修 二 5 1.5 .1O�54. 3 .31 

/ノ 瀬川 義 康 54.4 . 1�60. 3 .31 
// 佐藤 喜 三 60.4. 1 � 

(創設準備室主幹) 田 口 和 彦 50.4 . 1�50. 9 .30 
主 幹 田 口 和 彦 50.10. 1 �54. 3 .31 
医 事 課 長 田 口 和 彦 54.4. 1 �56. 3 .31 

杉 浦 清 56.4. 1�58 . 3 .31 
11 関 国 男 58 .4 . 1�60. 6 .30 

寺 田 康 雄 60.7 . 1 � 
教 務 部 長 金 子 光 亨 54.4 . 1�56 . 2 .28 

1/ (取〕岩間 徹 三 56 . 3 . 1�56.3.31
1/ 早川敬 明 56.4. 1�59. 3 .31 
// 斉藤 勝郎 59.4. 1 � 

学 生 課 長 上 保安 男 5 1 .5 .1O�54. 3 .31 
11 鬼柳正 幸 54.4. 1�56. 3.31

関根正義 56.4. 1 �59.1 1 .30 
1/ 横 山一歩 59.12. 1 � 

研究協力課長 鬼柳正字 5 3.4. 1 �54. 3 .31 
1/ 笹 沼 忠 54.4. 1�57. 3 .31 
11 阿部忠 雪 57.4. 1 �60. 3 .31 
1/ 藤 井 登 60.4. 1 � 

図 書 課 長 沢崎成逸 5 1.5 .1O�54. 3 .31 
11 岡 田 守正 54.4 . 1�56. 3 .31 
Fノ 遠藤哲朗 56.4. 1 �59. 3 .31 
1/ 似鳥正吾 59.4. 1 � 



名

学生委員会

医学部教授会

入学試験管理委員会

附属図書館運営委員会

教務委員会

施設整備委員会

評議会

一般教育等運営委員会

体育施設運営委員会

医学教育検討委員会

称

入学者選抜方法研究委員会

学園だより編集委員会

教務委員会薬学文科会

和漢薬研究所教授会

大学院委員会

大学院薬学研究科委員会

レクリェーション協議会

発明委員会

放射性同位元素実験施設運営委員会

放射性同位元素管理委員会

共通第一次学力試験実施委員会

就職指導委員会

薬学部教授会

関連教育病院運営協議会

附属病院運営会議

電子計算機委員会

保険委員会

放射線部委員会

検査部委員会

給食委員会

手術部委員会

10 現行委員会等一覧 215 

10 現行委員会等一覧

設置年月日

S51. 4 . 1  

51. 4 .2 8 

51. 5 . 1 

51. 6 . 1 

51. 6 . 1 

51. 6 . 1 

51. 8 . 1 

51.1 2.2 4 

52. 4 .  1 

52.5.1 1 

52. 8 .  1 

52.1 2.2 3 

53. 6 .1 4  

53. 6 .17 

53. 6 .27 

53. 6 .27 

53. 9 .1 4  

53.10.27 

53.10.27 

53.10.27 

53.10.27 

53.10.27 

53.10.27 

54. 2 .  1 

54. 4 .  1 

54. 6 . 1 

54. 6 . 1 

54. 6 . 1 

54. 6 . 1 

54. 6 . 1 

54. 6 .  1 

(昭和60年 6月 1日現在〉

名 称

薬学部附属薬用植物園運営委員会

材料部委員会

薬事委員会

婦長会議

肝炎予防対策委員会

防火管理委員会

感染予防対策委員会

附属病院連絡会議

医学部卒後教育検討委員会

動物実験センター運営委員会

大学院医学研究科委員会

放射線防護委員会

医学研究科教務委員会

廃棄物処理施設運営委員会

(廃棄物処理委員会 51. 6 . 1 �) 

病歴部委員会

病理部委員会

フォトセンター委員会

リハビリテーション委員会

透析部委員会

輸血部委員会

保健管理センター運営委員会

組換えDNA実験安全委員会

将来計画懇談会

医療情報将来計画検討委員会

実験実習機器センター運営委員会

共同研究等委員会

公開講座委員会

交通委員会

〔交通対策会議 55. 4 .25�) 

国際交流委員会

設置年 月 日

S54. 6 . 1 

54. 6 . 1 

54. 7 . 1 

54. 8 .20 

54. 8 .20 

54.10. 1 

55. 5 . 1 

56. 4 .27 

56.5.27 

56. 9 . 1 

57. 4 . 1 

57. 4 . 1 

57. 4 .20 

57.10. 1 

58. 1 . 1 

58. 1 . 1 

58. 1 . 1 

58. 1 . 1 

58. 1 . 1 

58. 1 . 1 

58. 5. 1 

58. 5. 1 

58. 5.3 1 

59. 1 .2 3 

59. 4 .1 1 

59. 5. 1 

59.10.13 

60. 2.1 

60. 3 .2 8 
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(1) 入学定員および現員等
医学部医学科

入学
年度 総定員

定員 1年次

51 100 100 100 
(9) 

52 100 200 107 
。。

53 100 300 106 
(11) 

5�1 100 400 101 
(6) 

;);) 100 500 112 
(7) 

56 100 600 112 
(s) 

57 100 600 114 
(1功

58 100 600 102 

59 100 600 101 
(�(j 

60 100 600 102 
\19) 

現

2年次 3年次

94 
(9) 

106 91 
(16) (9) 

108 115 
\1リ 位。

96 113 
(5) (11) 

106 105 
(7) (6) 

108 104 
(5) (7) 

118 10:i 
(13) (5) 

116 104 
(�� (1司

116 99 
(22) (1� 

3)学 生

現員は毎年5月1日現在

員 卒業者数 医師同
家他試者験 備考

4年次 5年次 6年次 年度計 累計 合 数

100 
(9) 

201 
ゆ

303 
白骨

79 403 
(9) 位当

106 76 503 
(16) (9) (48) 

99 103 76 601 75 75 
4司 (11) (9) \)3) (9) (9) 

102 93 10Ll 625 102 177 75 
(6) 開 (14) (5ï) (14) P事 (9) 

106 99 95 623 92 269 101 
(7) (6) 。キ 事4 4埼 (3� (14) 

107 102 102 632 102 371 93 
(5) (7) (6) 町宮 (6) 01) \1司

120 91 102 630 
(13) (5) (7) 色司

( )は女子で|付数
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5竺jfi l |-1二
秋田県| 1 ( 1 2 1 
山形県 2五五瓦[一一7J「7
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1m:;;不竺| :L JY | 1 
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ιろ学芸l白1'Q瓦五[昭和 Ilt:主i ihj昭和!昭和 |昭和 町JEfi「J-1年度 ! 52十度I 53年度í 54年度 I 55年度! 56年度 57年度 I 58年度， 59年度|印年度| 則、

広島県 1 2 1
山 口県! 1 1 1 l i | ; (i) 1 i | 1 1 1) 
徳 島県
香川県
愛媛県l
高知県|
福岡県
佐賀県
長崎県l
熊本県|
大分県

2 ! (1) (1) 2 1 5 

「ーlL-| i i(j「| 〔ジ| | (?
(ih 「Ji fJ三! |117

1 1 3 
1 

宮崎県 1 1 3 
鹿児島県 1 1 1 1 1 1 2 9 
沖縄県
そ の他
〔検 定) I 1 1 I 1 i I 2 
計 ，(9) �� I (同 (6) (6) (5) I帥 | 帥100 101 I 102 i 100 I 100 100 1 100 1 100 çq I (1$ (126) 101 I 101 1，005 

( ) は女子で内数

薬 学 部
、 天学奇司- l | 「 [ l f ー プ 071071 - -"r 出 \ 度|昭和 ! 昭和 | 昭和 昭和|昭和|昭和l昭和 | 昭和 | 昭昭 | 昭和| 計
身地 �' 51年度I 52年度 | 53年度 54年度 55年度 56年度 57年度 1 58年度 1 59年度lm年度| 前

北海道| 。 | | | | (2) | (1) 1 1 1 (2) | 忠3 6 2 3 2 4 20 青森県 | : | ! ?: | 1 | (;) (;) l (f l i t) 
主主主| l i l i l l L i i 1 71 7 
宮域県 i (;) | 1 | i l i (;)| (;) ; l l | (;) 

'fJ\日瓦「 「7 l 1 7 1) ! ? ! ? | 1 | i g 
山47E| i(;fi(iJ (;)| l-jlj i |(;)|i12 
福島県! ?( (1)| l l l ! ?| (? |;1 i lE 1 2 1 1 
茨城県 1 1 1 1 J (;)| (;)|寸「7f| | 1 2 

お木県!(『! | (1)寸寸「[司1- (�I 1- (�) 1 (�) ! " 
' �苛i3 3 2 3 3  2 2 21 

j干馬県---(�f-l�) 寸1)て---w--r可 (:;) (:) I ， I 一 -'--12) ω ___4___1 2 ，1 ___l___'Í____L 1 1 3 
埼玉県! ?l l i 1 ! 1 | 1 1) ; 2 | (;) i 2 
千葉県j : 2 | | 1 | (;) ト 7? i il) ! 7 東京都 I ペス!?\l J |-7十17 1
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包空瓦ヰ 型高liZ孟戸ー型トE
|神奈川県 I 1 I 2 2 1 1 1 I 2 1 9 I 
五瓦子?!?i i)丁til-17 |(;) 直_)1__ �) J-(�)下十三七
五戸←日lZ-l i下ilF Z-lif「「21E13i12 1il U云I-(�) ! (21 11「!「1 1) 11) 「 lj寸E71了一「「
福井県| 2 12)i ?!?!?lT127EJ マて1)- I Ei
日jklfl (下|寸j| | 一丁(i)|111)7112l
五五五 ly-15「|-Tl1)1|?|!)lY11)!亨- -仁
瓦7瓦ít�詞見瓦示コぺl寸Y?!一1 (�)-)- !ベ一寸1(号;「「一i 寸ι�)l一口 7一 I (恥U Z一 i 71;) 1 l 占函7亘]了)-1一寸1?i?)| | T(三下1一1「川I (�) I寸1;) l 1h寸!22 | 
亙瓦瓦巧了|一寸i?}下2?J |2 iパ; 「 |117 1寸マ�r 1--一(?3]i「「2lE亘県恥 円1p 1一巾11:) ト寸干i?}1 J J (川巾1lZ?:?) 一寸1 -1干γ 「7 1 
一目配 1) 11)「-| | 1 LK -1〔
京都府| 17(;)| 1 | 「日 「- 1「一丁 ( 11T J 
天一両J 「 2 l i l l) |寸F1 1) 1) | (;) jh-7-「5
兵五五iY 17 1「l F ?17fi 31 J!「iE
云五一点了 ド一l?七1 1丁 ----τ一寸| 卜 「ト1向叫面占瓦「 [7 1 i;| |1J17??「「)「一一i÷「L工ι-I-��- c= 豆二J( \主一三云平 E示[Ri Z「下 (? | t?;r「|寸?寸 | 1 | 1 | | i (t:) | (守�) 1 
瓦瓦民E一1|(;「「「|J l ]J|(7f i i〔寸f[ 丁 ト 一寸一(�)- -1 l 向瓦J五五早主一| 一τi | ! 7 | | | i | 7 ト 1 --2 1寸!i!「「! 
玉b島瓦恥| 干1 一| 一二1 1い一1l 711) ( (i) 1 11 「二ゴ} | 
山 口県 ! 1丁子 1つ-lf l:1 i i 
�1i � � 1 工J Li l二己|二二三己 J\ 
香川県 1 2 1 1 
会長町1(ii「i円 円i「lT J |1[(i円-2--12-高知瓦 -- -- - --

1 
1

i) �-II --1 1 | (;) 五日ト7ト - --1-'- -1
-;って2 I I (P下(F

己「二二二 --[一己工:「:i二J二二コ二
長崎県i l (i)J I l l i (i)| (:) | | | (;) 五示品可 寸 - -- - - ---f\I)--1 (�)-

下両111)下寸 1-2 -1---1 -I��一一「寸Jア(子
日瓦下寸 下下1 1 1 三イ1 3 
白血日「i)|(i)|(J)11パ (i) �-I --1--1 1 (子|九一1---- 1 I I I I I I I I 
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国L哩l聖日号ι型-JA]一一引品協l己
主唱 1 1 1 
三1i 川ι己fl iill Jil ljlsJ 

l入学定員[総定員1 53 l 54 1 55 l 56 i 57 l 58 l 59 1 0 
科|30 ト20 - - __1__--=l- 26 I 15l22 15 

云ー i 1-- I 1 1 1 I 一一1 33-J23(28(24「JJl3rlJ434 
同期課程! 14 i---:;--II 1※子トトパパヨJ111- H I 77 1-- 228 :1�27 -1-;3 1 27 I一一4 63二8

(5) 国別外国人留学生数 60. 4 .17 
I 53�tft 1 5峨(同|5ザ5市 1 5帥1_��JJt 型? (?竺 |

五 で玉I二子二ィ1 2 I 子 :J___-=_I__ 17← 
そ子三�=_I 1 I 三1 1( | | l l [ : 

1 ラ ン カ 1 I 1 I 1 I 1 1 
「 「

| | 
[三王子三 二 1

マ 1 I 1 
LiI _ す1 51 )i|\王_ _1�二81 9二一 17__1_T仁
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(わ 大学院修了生数

: 入学定員 総定員 ; 53 1 54 1 55 1 7 マ 59 
医学品日 30 I 示 二 |一二一二下二一|一二| 「7 l一一一 一一一 �� ��._-- • �----!---�- . �----�-一一一 一 i
薬学研究科 ; | ; 
博士前期課程 33 66 22 26 24 32 26 1 3F [ 
博士後期課程 二4 I ム!-「 J F勺-F「三 l f 1 3 

計 77 228 22 i 28 I 25 34 
※は外国人留学生で内数

4)博士論文
(1 ) 課程博士

学位記 l 氏 名・国 籍 | 
番 号 (生年月日〉・〔性別〕 博 士 三ι

ロ岡 文 名 学位授与
| 年 月 日

i キム ヨソ キュウ

薬博甲 :金 溶 歪l男性ホルモン様作用の病態生化学的研究韓国第1号i(昭18.7 . 7 生)(男〉i ジャコウ成分の薬理作用ー
ベ ギ ハン

薬博甲!表 基 j換|竹葉およびタケ科植物の生薬学的研究韓国第2 号!(昭21. 2.15生)(男)
薬博甲 林 俊 清|台湾産ラン科生薬の生薬学的研究中国(台湾) i 

第3号(昭25.7 .16生)(男)
薬博甲 柔 7i? 言 議 | 高原性化合物c出品品質占十る研究

l 第4 号(昭30.3.20生)(男〕
しふ たに しん や l薬博甲|渋 谷 真 也|大黄並びに Rhatannin の BUN低下作用に関する研究

E召56.3.20

日召56.3.20

昭57.3.20

日百57.11.30

|昭58.3.19
第 5号(昭27. 5 .28生)(男〕

にし むら よし ひろ

薬博甲 l西 村 嘉 博 in vitro 
l カエル胃粘膜の塩酸分泌機構第6号(昭29.8 .24生)(男)

; 薬博甲 12J」43ibl J 光散乱法によるリポソームの粒子径と膜透過性
第7 手 Zaidエジプト | 

7 (1949年12月3日生〕男!
いそ ベ まさ はる i

薬博甲 磯 部 正 治|消化性プロテアーゼの新しい活性化因子に関する研究
;第8号·(昭32. 1.27生)(男) I 

たけ うち とし ふみ

薬博甲 !竹 内 俊 文|配位子交換溶媒抽出法によるアミノ酸対掌体の分離 | 

日百58. 9 .20 i 

ßjg59. 3.19 

昭59.3.19

l 昭59. 9 .20
第9号(昭ω11. 2 生)(男) I 

ふじ い ゆたか I

薬博甲 i藤 井 豊 lピルビン酸キナーゼアイソザイムの活性中心と細胞内プロテ
|昭59. 9 .20

第10号(昭ぬ・8・4 生) (男) ァーゼによる活性の制御。 1-'1=10=-'. ;;J .J!.V 

!もも い けい こ
薬博甲i 桃 井 啓 子|ベルペリンとアトロピン応答性体質の薬理遺伝学的研究 | 

| 日召60.3 .20 
第11号I(昭32. 8.20生)(女)
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(2) 論文博士
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(3) 土地建物面積一覧表

〔昭和60年 5 月 1日現在)

区 分 土 地
積

物一
面延積

建一
面建

備 考

事務局管理棟 m'

附 属 病 院

高エネルギ一治療棟

附 属 図 書 館

杉谷地 区 瓦瓦 植五五!

R 

動物実験セ ン ター

武一
弓

道一
道

職 員 宿 舎 11，584
太閤山地区1- -_- 一十

職員宿舎A・ B 1 486 

c型54戸

メ盗、
日 計 (25，445) 

340，978 
(1，221) 
35，173 114，258 

( )は富山県より借受で内数
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6) 附属図書館
(1)資 料 費

単位:千円

110000 

金 100000

額

90000 

80000 

70000 

60000 

500曲

40000 

30000 

20000 

団t回顧
50年度51年度 52年度目年度5 4年度55年度56年度57年度田年度59年度

回公 費 2191 13，5281 88.0051 49，1501109，5011 56，6361 87，8391 86.7691 85，6721 73，128 

1'"協力会審附148，58011，00611.7町1 4，竺当
年度

(2) 蔵書構成の推移

創設H寺
5 1年度
5 Z年度
5 3年度
5 4年度
5 5 年度
5 6年度
5 7年度
5 8年度
5 9年度

仁コ ; 
陣藍�:

，ト:liîi

一

'"''ー

、書 目、

臨J 日 一 出
-一 一醐鴎ι話語態語穏;

間 一 龍 一

ー 国品 目白 四 回 恒}

眉 1
E目 ."""，，，，，==.品町、 、 回 n・目ßi� 蹴E出器開 �m�:搭H・骨H・量-言 語

園自然科学系lz<]書
図その他の図書

創設時の区分は不明

20 40 制〕 以) 100 120 (単位 千冊)
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\問別|工I 1 1 2 __1_3 I土lLi6 1工1__8_1_9 _1 孔 |雑誌の1
�OC �I総記冠王l-Ili史I詩令長壁i工学 産業|芸術(語学!文学( 副 (種類数|元一「下丁 ----- i 7;ム「7jl
創設時|洋 4，吋 幻

ilt I丁 12，3Fム[
五J江丙l 利工�' 5，2021--1- 5-1- -�- -4五1，両副ω|ム5l

i 51年度|洋l 叫 391 241 吋丸叫 11 6l 27l同2| 叫 43d 明|
ι| 4971 521 354山81記iiJ1 71 ム云判ム|一山日| 雨i
和 4821 同 吋M31M7 出 lJ叫山21叫町村 山

畔度lEliU云| 241 206liJii| ll 「ふ1，云i1 4日01 622 1-
-
- i計|叫 8111 499! 1…7151 161 71九2 叫 叫山01 例。 |

瓦日五!五副示�! 2"空軍空'i 1， 6491---�601 両川1叫iiJ5-l ムl
i畔度!洋|吋吋 34i叫16，79;!- 7051--115i�1 ω| 吋瓦叫丙

計 1，727!日1J 川5iω4l3叩7l丸叫吋 明日81 1，2611 51，700'， 1，276 
而i示|工副1，3i一心;ふI ;9，3981 1，6871 486J V�，�541 1，ふ|ムムτJ4!

l臼年度11il 一一 司玩ム記l 示|叫 必-1，6191- -1同mq 8回
計|ω01乙0511 1，4一1--2ふ157，4291山|叫示3訓示可74，300， 1，702 
;fO. 1，州刊21 1，480'1 2，779， 3山01 1，7251 4991…1，5元I 1，ふ1 4吋l元i
干示l 両�--;;…竺|叫叫 431 1，吐\主瓦証_ 9_��1 
計 2，5印|山8|山41刊8168 2町山91吋叫ωolL5051即30lM3l

一ムj 和 | 刊91 川31 示心}斗副 示玩i厄ム口6131函1，三示}云日?云�I 示副| 一 i副副 1，示瓦雨i引| 刊61 山%民l 工己元雨
戸F三� 1 叫 吋 d 叫m判 冗叫41 吋」土臼竺空| 叫4払仰山…2乙μ山，20刈2羽203閃3i 山�:
計!肌8ぜ2，4391川81刊31川4州51 2，伺 吋 吋3，叫山01 9川8|乙幻山l口1
和l刊01刊71 刊4i叩01川3紙 8，7肌，7祁661川 2l吋剖w叫ず〈|印3(山O:川吋リO|

昨度|洋|叫 日81 441吋41，5091叫 1301 461 1，883j 叫46，州問01
計|山1i日51 1，7判3，5461 80， 2751日1'， 吋 叫叩6: 1，822肌白山011布 2，吋山i川3，6871 41，3601 1，9261叫山41 1，7831日81 58，364川8l

η31 5671d 2444，吋叫 ω 461 1，9661叫札阿山?(ーと i
和I 2，4371 

59年度岨:副
|計|四31

之μ刊7符叫6
2，41刈ム41制叫14刊41 川41 内8|4山4; 川11 吋 川7j 川6i 川31 6ω01 ω61 

… 吋吋47ι7久，吋吋叫 判2…均5叩91山閃
3，0… 乙口O叫 μ山0519刊2l 丸μ7叫 吋 山51 3，8別刷刈8朗制叫8制判41 山511山6印91 乙υ2，73η3
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(4)利用状況

示干 つ�;��
館外貸出冊数年度

昭和51年度
昭和52年度
昭和53年度
昭和54年度 93，803 
昭和55年度 109，712 
昭和56年度 134，386 
昭和57年度 138，375 
昭和58年度 140，848 
昭和59年度 158，040 

入館者数

白人館者数
悶館外貸出冊数

業1000
160 � 

140 

120 

100 ι 

80 

60 f 

40 

20 

0 
昭
和
五
十
九
年
度

昭
和
五
十
八
年
度

昭
和
五
十
七
年
度

昭
和
五
十
六
年
度

昭
和
五
十
五
年
度

昭
和
五
十
四
年
度

昭
和
五
十
三
年
度

昭
和
五
十
二
年
度

昭
和
五
十
一
年
度

文献複写(5) 

学外依頼件数学外受付件数

\1ノ一
\}ノ一
、}ノ

ハb
一
ウ'
一
mi

η'a
一
。L
-
4せ

nU
一
A佳
一
。。

〆l、、一
/t、一
/l\

3
一
7

1

5
一
3
一
4

1よ
一
のん
一
日U

ロD
一
日U
一
つ釘

FD
一
ハu

n4
一
4ム
一
06

2
-
5

0
一
4
一
4

14
一

噌i
一
司i

年一
年一
年一
年
一
年一
年一
年

つd
一
A後
一
戸口
一
氏U
一
け，z
一
史U
一
Qd

Rυ
一
戸D
一
FU
一
FU
一
回b
一
回り
一
5

和一
和一
和
一
和一
和
一

和一
和

昭一
昭一
昭一
昭
-
昭一
昭
一
昭

420 

910 

1，635 

0) 

0) 

236) 

。昭和52年

1，527 

1，689 

1，841 

1，973 

286) 

851) 

( 

8， 136 

2，127 

〉は相互貸借としての複写件数で内数。

』一一一一受付件数
← 一一怯頼件数

策1000
16 ， ー
14 

12 

10 

8 

6 

4 

2 

0 

( 

一 一 一戸一一←一 一一 一

昭 昭 紹 昭 昭 昭 昭 昭
和 平日 和 和 平日 和 平日 和
五 五 五 五 五 五 五 五
十 十 十 十 + 十 十 十
二 三 四 五 六 七 八 九主年 年 年 年 年 年 年

度 度 度 度 度 度 度



7) 附 属病院
(1)病 床 数

ぷ� 昭和54年度 昭和55年度 昭和56年度

予 算 病 床 320 440 600 

実 一病 普通 329 441 592 

在 般床 R I  10 10 10 

病 精 神病床 20 20 

床 計 339 471 622 

(2) 診療科別病床数

� 昭和54年度 昭和55年度 昭和56年度

第 一 内 科 25 35 40 

第 二 内 科 25 35 40 

第 三 内 科 25 35 40 

皮 膚 科 13 13 17 

児 科 27 27 34 

神経科精神科 25 20 38 

放 射 線 科 10 10 16 

第 一 外 科 26 36 40 

第 二 外 科 25 25 40 

脳神 経外 科 19 20 

整 形 外 科 24 36 39 

産科婦人科 25 25 40 

限 科 12 22 20 

耳鼻咽喉科 14 22 24 

泌 尿 器 科 16 16 24 

麻 酔 科 4 4 5 

歯科口腔外科 4 8 5 

和漢診 療部 10 10 

R I 

共 通 39 73 130 

計 339 471 622 

昭和57年度

600 

592 

10 

20 

622 

昭和57年度

40 

40 

40 

17 

34 

38 

16 

40 

40 

20 

39 

40 

20 

24 

24 

5 

5 

10 

10 

120 

622 

11 諸 統 計 235 

単位:床

昭和58年度 昭和59年度

600 600 

592 592 

10 10 

20 20 

622 622 

単位:床

昭和58年度 昭和59年度

47 47 

47 47 

47 47 

12 12 

28 28 

38 38 

10 10 

47 47 

47 47 

25 25 

46 46 

38 38 

25 25 

27 27 

27 27 

5 5 

10 10 

10 10 

10 10 

76 76 

622 622 

自 昭和54年10月15日診療開始
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(3) 診療科別患者延数

ぐ
一

二一 | 院患者 延 数 | 外 来患者 延 数 一ーで年度 /\，. l:7C /fi:]， --a � "<<x- '/ r /]'... /l!::， -a � PtX.. 

\ 川召和川昭和|昭和1昭和|昭和l 昭和|昭和l昭和|昭和|昭和1昭和|昭和|
庁 、 \� \ � \ � \ � \ � \ � \ � � \ � i � \ � \ � \  区分 \イ度同度|年度|年度九即時|年度|年度|年 度|年度|年 度|年医|

人| 人l 人l 人| 人| 人1 人 N 人l 人| 人| ん第一内科1 3，465111，0刊山叫山叫日941 16，5叫υ叫8，9河川岡山岡山叫山乃|
五云瓦副己s�示ム(ム叫1仇 514i瓦己;7Sr14，云干瓦而卜iUムii副山63118，0ωl17，ふ!
第三内科日ム。両瓦雨元わ雨前ぷ�.�示三副ヲ:ムl--;-0，592114，吋山開示15

��91-�-;-;r�訓示ム干雨戸;liilM9|&0521い副工ム�i-;1�32111，861 
2，9171 8州問11刊31山吋10お51 1，8811 6， 651! 8，624110，5631川59113，400

問日両W81m判u，di示一一五fふ両工ムr 4，6991 5，示41 5，ム9
吋叫刊51丸一山3!久対 日01刊01 4，別刊14i仰 3i 山14l 

悶911山6|m9%6|山241山43J m39| 叫丸幻1叫 4叫4吋弘5，0吋弘口叩2幻1
3ふ，川，682ω般8位21 1叩0，叫 1日6いω，4ω051川721問肌町，7吋3幻74| 1ι引印7乃叫9ω2司! 叫 MW74l 弘ν川7礼吋1臼34( 口判 6，一 仏口川3幻m1 1口

脳町古目五珂丁三パ;訓i示而丙j元雨jHl 叩4|町山ム副両瓦示忌瓦91---一二7「ζ…副一叫14下三訓工叫� 9671'-，z…! 
竿一戸十�] 善也1iI18，28玩iiil-lrムE-7L|而fiLム!�両日平副盃!
産科婦人科 1，678 日4M3110，叫川22115叫日614判明5| 刊4lM81M021
iE 一両2，4701�I�…7瓦i示丙示ふ一而「庁同[己 1ふふ瓦01瓦ム剥1一L…ムム副54iL云瓦瓦2，…叫1瓦正…ム判(元瓦瓦一示 2丙下;…詞 l 
耳鼻咽p喉侯科l川Oi刊7|刊2l叩61仏口5叫川8科34iω4i&口2叫瓜吋山州13，32判5113，55
瓦i両主両瓦|川川1，67判 51 叩4l 示口副一元示j …玩rî示，0示示詞己示示瓦i云副i討I�瓦示瓦i討( ぷ戸詞l瓦有可示瓦而示
下�一亙lゴゴ副ι一叫 凶 7吋-jijl工元Tlj干3，6461-�示パ…パ州工149
塑型[ 6ム日詞いら(一一(ふ;1…|示日空t十空E…E12語。
和漢診療部1 1，叫山51山81 5，6041 7，7861叩31 4，叫16，732114，1361は叫m河川07

ILl-一一lF一千~日一?JJ子81 日 81 日! 日 1診 療 日 数 l 1691 365] 3651 3651 3661 3651 135' 296 1 297 ， 297 1 咽

AI 人1 人 人| 人1 _ }._人! 人| 人! 人 人| 人一日 平 均数 1 2見町 制21 490.1町41 532い42・51 259刈417.7' 間9!日6.4 1 6必 21印4
一一一一←「一死「一羽一一方--%1 -- %1--3罰一一一一一一一一一一一一一一

稼 動 率I 69・判 83.1\ 80.41 83.21 85.61 87.21 
_一一 一一一 一

• 1日平均入院患者数 ・1日平均外来患者数 ・稼動率
入院患者延数 外来患者延数 1日平均入院患者数一一ハ当該年度入院診療日数 当該年度外来診療日数 病床数 ハよvv



(4) 地域別患者数

11諸統計 237 

新入院J患患患L者 数 単位:人

一一:7、 竺土\「り! 昭明酬和…日
i東 部! 捌 2丸口，16開8 I 乙2，6臼24 I 口7吟8 I 久幻7加 2，38回6 富山県|一一一→ l ; 西部| 182 I 986 1，213 I 1，441! 1，685 I 1，945 

石川県 5 I 34 I 24 I 34 I 45 I 40 
瓦 一 子瓦 18 i 109 ! 237 瓦 瓦|一一-v
岐阜県1 5 50 129 I 132! ωI 105 
その他の都道府県 13 1 6o I 1031 1021 ml m 

合 計I 718 I 刊7 1 4，330 1ム562 I 5，076 刊8
外来患 者延数 単位:人

liji?!昭和54年 度 | 昭和55年度 [ 昭和田正脚57年度|明日5昨度 [ 昭和59年度 l
| ト両日 町;;--1-�8己記1示i;-r-l(…41 1 114，721 1 肌汁o富山県トー-- l l 西部 | 刊8 I 3問51 4M2! 民754 I 肝，071 1 77，869 I 

lー県 !二十:十Jf一五γT二一i一 ! 県 204 1----��-;88-- 1------;� 刊7 I 4，716 1 4 ム-l
;岐阜県 78 I 1，051 I 2，078 I υ75 Iμ87 I 1，987 
「一関| 四5 1，605 I 1 800 I 1，812 I 2，199 I 2，4羽04

合 計 2
〔注 1ο〕 東部;富室山市，滑川市，婦負郡，上新川郡，中新川郡，魚津市，黒部市，下新川郡

西部:高岡市，新湊市，射水郡，氷見市，小矢部市，西砺波郡，砺波市，東 砺波郡
(注-2)昭和54年度は55年1月�55年3月分の患者数である@
(5) 臨床検査件数

単位:件

lkp ! 一般 l 血液均一清制作一採 血 l内吋傑 l問 そ… 計
!

|年度 � ， 検 査 |的検査|学検査l検 査|学検査|能検査|採液等|検 査|検 査|的検査|
|白白戸4�fJt而i示j元雨:副17叩3l 7，281瓦示瓦元τ亙盃副J副l悶21 7別9叩吋3dl 二「円1，ムム21 川i一0，元んコ示jム6|

i l昭和5臼5年度l同ηO刊仰，…17，5111同6肌9仏，叫4山対2刊 71刊91山71 2，6叩判3! 5，4961 8問肱即8，引，1一山山71
l 昭酬和5畔6昨年度[(肌刷…叩124附71 2刊41
(口rγ「蜘即附一一5貯昨明7咋時一年報叶和一度配わ目一1 1同山14ω4必 2. 27……198 …7ザ函 6，0661 3，8川8剖67| 7 6而6臼…2…両i戸h而i記…b…6，函示副8副l 
昭和和58年度|山147問山，叫削叩
函布お向5臼9年報度 !同凶肌3丸口刊，3おm叫3辺21同陣位329，却9仏M川，0ω仰20丙忌瓦l而示一…j示函云雨Z函i雨記副;一副�! 山5J 仰01 山3l 仰6肩，042討(五…示一4 
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(6) 手術件数および麻酔件数
単位:件

iR5t I 'fo i\Ilf i4 � 

:4'-&ーizii:点目ih同:;;;Eiii:;;;計画工lh941 00出子 l日正-30� r -199 121 �;-1--5� I 11 1---2 i�� i一一両-示ー ムl
由一年E'--1-542 1-6訂433円九j瓦|7[示三孟I 6示円三一liム!
日日L_3_72_i_ �8�!__唇」五;子-�_ _8�1 2， 7l5 1--�9-;i- 1，4�T�1�Jl 
l昭和57年度 I 689 I 副1 I 591 i 7叫 338 I 1071 100 i 日7J，199[ 山21 3，O011 
l示唖I 459 -6� T --ギ「亙 113 一一3示日亙1竺?? 竺?|

(7) X線診断件数およびRI検査件数
単位:件

六J区分---- 一三一一合一瓦i4瓦- 7 R I検査件 数 1 

l竺\\???t唾訂尋唖LEJ ttEE三E1昭和昨度 9，075引 49，310 1 2，422 I 5山2 i 叫 4，467 
層重?空1j竺J二4kll7示ト?長しが\E示
|円竺| 円 2 I 166， Tヲ 8竺 1竺7竺 3竺り J型(
i里竺竺 \_4竺 -J?!!?U M9 uzi--型 坐竺万一時 45竺lhqm一円削型、
竺和?千平j 竺'竺3_1 叫?ヴI 叩o 16:， 5� L__4，_::り 3王竺3J

(8) リハビリテーション件数
件
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(9)分娩件数

単位:人
区分| 正 常 分 娩 | 異 常 分 娩 | "

� 
一 一「一一一一 一一 | 合 計|年度: \」成熟児i未熟児|成熟児|未熟児|

i |司下竺唖\二互工 -��I 土ジ二二2'1 _____ 二二至ιi 昭和5臼5年度 7刀31 41 91 91 9町5 
lj云布戸:ι函亘 一一一 89子円一 一

一云8 I一 37八1 一12干j訂! 1ム

j l町昨度l 凶I 1 1 --9-1 26川| 予瓦

品一E￡戸1寸 一一 ト 8川2ムκ5町T一7云
l巾昭帥附町和和側5 臼 8

:瓦瓦子「 6ト 21じi 山 116 1 釘878七 i 

(10)年度月IJ処方せん枚数
単位:枚

〉1-f Jz l j ; l ム一一

昭和54年度l l山 l 
五両瓦|一一一つ函 l一一一 71，038 I 一一 山;-1

i 昭和56年庶 40，597 
l由時可 F …判 示Ji l 
| 昭和58年度 l ω42 : 138，451 I 202，793 
「昭一手伝 瓦ムト 一五 198，420 l 
| 合 計 | 肌初| 日開31 843，860 1 

(11 ) 死亡患者数および病理解剖件数

区分| 死亡患者数 ! 病理解剖件 数 | 剖 検 率 | 
時二 i :!J5二ト竺 1tt 竺l三二I�"�"-it" "，..!.， J_3 ιl 昭戸空，_2�Ál__ 5ぞl ゲ，__13!�\_� 1f41， 14f41 61.9列而「瓦8%1
昭和55年度1 101! 44 i 凶 61 1 25 86戸川三五い59.子
同年度 143 二日:三了五 l-瓦一三盃工主 _1��1三3.8l昭和57年度-J1iL1 109l ;!?JE|jzlJ2)l-?4:Uf?士一I__竺出昭和58年度 182 87 269 i lir i Z川 12〕1 56 0 1 51 7 l 54 6 i 
昭和59年度 1551 88 I 243 1 80下52 I '予石川予77

鈎 ( )書は死産等を外数で示す。


